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は
じ
め
に 

コ
ン
テ
ン
ツ
が
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
誘
発
す
る 

  

近
年
、
映
画
、
ド
ラ
マ
、
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
、
ゲ
ー
ム
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な

ど
、
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
旅
行
行
動
を
喚
起
し
た
り
、
観
光
振
興
に
用
い
ら

れ
た
り
し
て
い
る
（
１

）
。 

た
と
え
ば
、
映
画
で
は
、
「
世
界
を
中
心
に
愛
を
叫
ぶ
」、
「
北
の
零
年
」「
ス

ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー
ル
ズ
」「
男
た
ち
の
大
和
」「
フ
ラ
・
ガ
ー
ル
」、
な
ど
の
事
例
が

挙
げ
ら
れ
（
２

）
、
ド
ラ
マ
で
は
、N

H
K

の
大
河
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
選

ば
れ
た
箇
所
が
旅
行
目
的
地
と
な
り
、
観
光
施
設
の
整
備
や
土
産
物
の
開
発
が

な
さ
れ
て
き
た
（
３

）
。
ア
ニ
メ
で
は
、「
天
地
無
用
」
に
よ
る
岡
山
県
、「
お
ね

が
い
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
」
お
よ
び
「
お
ね
が
い
ツ
イ
ン
ズ
」
に
よ
る
長
野
県
大
町

市
、
「
ら
き
☆
す
た
」
に
よ
る
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
鷲
宮
町
（
４

）、「
か
ん
な
ぎ
」

に
よ
る
宮
城
県
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
（
５

）
、
「
け
い
お
ん
！
」
に
よ
る
滋
賀
県
犬

上
郡
豊
郷
町
（
６

）
、「
か
み
ち
ゅ
」
に
よ
る
尾
道
市
（
７

）
な
ど
へ
の
来
訪
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
ゲ
ー
ム
で
は
、
「
戦
国

B
A
S
A
R
A

」
に
よ
っ
て
、
伊
達
政
宗
ゆ

か
り
の
宮
城
縣
護
國
神
社
や
、
真
田
幸
村
ゆ
か
り
の
長
野
県
上
田
市
の
上
田
城

に
、
ゲ
ー
ム
に
影
響
を
受
け
た
絵
馬
が
掛
け
ら
れ
た
（
８

）
（
図
１
）
。
同
じ
く

ゲ
ー
ム
で
、
「
ひ
ぐ
ら
し
の
な
く
頃
に
」
の
聖
地
と
し
て
岐
阜
県
の
白
川
郷
が

（
９

）
、
同
人
ゲ
ー
ム
（
１
０

）
で
あ
る
「
東
方
風
神
録
」
の
聖
地
と
し
て
長
野
県

諏
訪
市
・
諏
訪
郡
下
諏
訪
町
の
諏
訪
大
社
（
１
１

）
に
フ
ァ
ン
が
訪
れ
て
い
る
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
イ
ラ
ス
ト
で
は
、
滋
賀
県
彦
根
市
の
「
ひ
こ
に
ゃ
ん
」
や
、

和
歌
山
県
み
な
べ
町
の
「
び
ん
ち
ょ
う
た
ん
」
な
ど
の
擬
人
化
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
１
２

）
、
米
の
袋
に
美
尐
女
イ
ラ
ス
ト
を
付
け
て
販
売
し
た
羽
後
町
の
取
り
組

み
（
１
３

）
、
東
京
都
八
王
子
市
の
了
法
寺
に
お
け
る
萌
え
看
板
設
置
の
取
り
組

み
（
１
４

）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

コ
ン
テ
ン
ツ
・
イ
ン
デ
ュ
ー
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム 

―
コ
ン
テ
ン
ツ
か
ら
考
え
る
情
報
社
会
の
旅
行
行
動
― 

岡
本
健 
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以
上
列
挙
し
た
よ
う
に
、
現
在
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た
地
域
振
興

や
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
動
機
と
し
た
旅
行
行
動
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

こ
の
よ
う
な
地
域
振
興
や
旅
行
行
動
は
、
今
に
始
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
様
々

な
事
例
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
し
た
大
河
ド
ラ
マ
や
、N

H
K

の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
に
関
し
て
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
見
ら
れ
る
し
、
ド
ラ
マ
「
北
の

国
か
ら
」
に
関
し
て
も
一
九
八
〇
年
代
か
ら
舞
台
地
に
観
光
客
が
足
を
運
ん
だ

（
１
５

）
。
こ
の
よ
う
な
映
画
や
ド
ラ
マ
に
よ
る
観
光
振
興
や
旅
行
行
動
の
誘
発

は
、
「
フ
ィ
ル
ム
・
イ
ン
デ
ュ
ー
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
１
６

）
」
「
フ
ィ
ル
ム
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
（
１
７

）
」
「
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
１
８

）」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
映
画
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
地
域
イ
メ
ー
ジ
が
醸
成
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

の
実
証
研
究
も
な
さ
れ
始
め
て
い
る
（
１
９

）
。 

 

た
だ
、
近
年
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
動
機
と
し
た
旅
行
行
動
や
、
そ
こ
か
ら
展
開

す
る
ま
ち
お
こ
し
の
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
映
画
や
ド
ラ
マ
を
用
い
た
観
光
振

興
と
は
異
な
る
様
相
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
「
ら
き
☆
す
た
」

の
舞
台
と
な
り
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
そ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
大
々

的
な
ま
ち
お
こ
し
に
発
展
し
た
鷲
宮
町
の
事
例
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

鷲
宮
町
で
は
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
主
体
的
に
地
元
商
工
会
や
個
人
商
店
主
に
協

力
し
、
ア
イ
デ
ア
の
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
運
営
を
行
っ
て
お
り
（
２
０

）
、
こ
れ
ま

で
の
観
光
現
象
に
は
無
か
っ
た
画
期
的
な
事
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

（
２
１

）
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
井
手
口
（
二
〇
〇
九
）
で
も
指
摘

さ
れ
て
い
る
通
り
（
２
２

）
、
ゲ
ー
ム
、
ア
ニ
メ
、
マ
ン
ガ
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が

関
係
し
た
地
域
振
興
で
あ
っ
て
も
、
従
来
の
大
河
ド
ラ
マ
観
光
な
ど
と
構
造
上

は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
だ
。
実
際
、
近
年
で
は
、
マ
ン

ガ
や
ア
ニ
メ
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
地
域
振
興
の
成
功
が
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、
ア
ニ
メ
を
用
い
た
観
光
振
興
も
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
地

域
側
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
著
作
権
者
側
か
ら
の
体
系
だ
っ
た
情
報
発
信
や
地
域
振

興
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
例
え
ば
、
財
団
法
人
箱
根
町
観
光
協
会
に
よ
る

「
ヱ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ヲ
ン 

箱
根
補
完
マ
ッ
プ
」
の
制
作
や
、
上
田
市
の
市
民
団
体

「
感
動
☆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
「
信
州
上
田
こ
い
こ
い
マ
ッ
プ
」
を
元
に
、

上
田
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
「
映
画
「
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
の
里 

信
州

上
田 

ス
ー
パ
ー
こ
い
こ
い
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
た
事
例
な
ど
が
そ
れ
に
該
当
す

る
。
旅
行
会
社
や
地
域
側
の
動
向
と
し
て
事
例
を
見
た
場
合
は
、
過
去
の
事
例

と
の
構
造
上
の
相
違
点
が
見
出
せ
な
い
場
合
も
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
伝
統
的
な
観
光
振
興
の
視
点
で
あ
る
、
旅
行
会
社
や

地
域
側
か
ら
の
視
点
で
は
な
く
、
旅
行
者
の
行
動
そ
の
も
の
に
着
目
す
る
こ
と

で
、
近
年
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
動
機
と
し
た
旅
行
行
動
が
持
つ
特
徴
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
旅
行
者
の
自
律
性
が
増
し
て
い
る
と
言
わ
れ
る
昨
今
（
２
３

）
、
旅
行

者
行
動
に
着
目
す
る
旅
行
者
側
か
ら
の
視
点
に
よ
る
分
析
は
、
地
域
側
や
企
業

側
の
視
点
に
た
っ
た
分
析
を
進
め
る
上
で
も
意
味
が
あ
る
も
の
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
コ
ン
テ
ン
ツ
に
影
響
を
受
け
た
旅
行
行
動
に
つ
い
て
、
特
徴
を
仔
細
に
検

討
す
る
た
め
に
、
我
が
国
に
お
い
て
ド
ラ
マ
に
よ
る
観
光
振
興
と
し
て
定
着
し

て
い
る
大
河
ド
ラ
マ
観
光
に
お
け
る
旅
行
行
動
と
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
（
２
４

）
新
た
な
行
動
で
あ
る
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼

を
比
較
・
検
討
す
る
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を
元
に
、
今
後
コ
ン
テ
ン
ツ
を
動
機

と
し
た
旅
行
行
動
を
分
析
す
る
際
の
枠
組
み
を
構
築
す
る
。 
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一 

情
報
社
会
と
コ
ン
テ
ン
ツ
と
旅
行
行
動 

  

こ
こ
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
考
え
方
を
整
理
し
、
本
稿
で
こ
う
し
た
考
え
方
を

用
い
る
理
由
を
述
べ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
系
の
情
報

財
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
２
５

）
。
本
稿
で
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
定
義
を
採

用
す
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
観
光
は
主
に
広
い
意
味
で
の
楽
し
み
の
た
め
の

活
動
で
あ
り
、
旅
行
動
機
を
形
成
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
基
本
的
に
は
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
性
（
以
下
エ
ン
タ
メ
性
）
を
持
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
が
必
要
な
の
は
、
エ
ン
タ
メ
性
に
は
、
そ
れ
を
感

じ
る
人
の
個
人
差
が
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
情
報
財
が
、
あ
る

人
に
と
っ
て
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
な
る
が
、
あ
る
人
に
と
っ
て
は
そ
う

で
な
い
、
と
い
う
場
合
が
あ
る
。
こ
の
個
人
差
は
、
旅
行
行
動
の
分
析
を
行
う

上
で
も
無
視
で
き
な
い
。
特
に
観
光
旅
行
を
誘
発
し
う
る
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
、

多
様
な
エ
ン
タ
メ
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
井
上
（
二
〇

〇
七
）
で
は
、
廃
墟
や
天
守
閣
風
建
造
物
、
街
灯
な
ど
を
見
つ
け
る
こ
と
を
中

心
に
楽
し
む
旅
行
者
が
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
２
６

）
。
こ
の
よ
う
に

考
え
る
と
、
特
定
の
情
報
財
に
つ
い
て
の
エ
ン
タ
メ
性
の
有
無
を
論
じ
る
こ
と

は
、
対
象
を
分
析
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
。
エ
ン
タ
メ
性
は
、

む
し
ろ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
消
費
す
る
側
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
情
報
財
を
と
ら
え
る

か
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
性
質
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

コ
ン
テ
ン
ツ
を
「
エ
ン
タ
メ
性
を
持
つ
可
能
性
の
あ
る
情
報
財
」と
定
義
し
て
、

議
論
を
進
め
た
い
。 

 

こ
こ
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う
概
念
が
何
故
現
代
社
会
の
旅
行
行
動
を
分
析

す
る
際
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
を
整
理
す
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い

う
概
念
は
、
情
報
の
内
容
で
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
、
そ
れ
を
消
費
者
に
届
け
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
考
え
方
の
必
要
性
が
増
し
た
理
由
は
、
情
報
通
信
技
術
の
発
展
と
、

デ
ジ
タ
ル
化
技
術
の
発
展
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
（
２
７

）。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

コ
ン
テ
ン
ツ
と
特
定
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
結
び
つ
き
が
必
然
で
な
く
な
り
、

同
一
の
内
容
が
、
様
々
な
情
報
機
器
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
を
流
通
す
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
情
報
財
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
際
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
い
う

考
え
方
が
有
効
性
を
増
し
た
。 

 

現
在
は
情
報
通
信
技
術
が
一
般
に
普
及
し
、利
用
率
も
年
々
上
昇
し
て
お
り
、

旅
行
行
動
に
関
し
て
も
情
報
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
本

稿
で
は
、旅
行
行
動
の
初
期
の
段
階
で
動
機
形
成
に
作
用
す
る
情
報
に
関
し
て
、

コ
ン
テ
ン
ツ
と
そ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
そ
れ
ぞ
れ
に
分
析
を
加
え
る
。 

具
体
的
に
は
、
大
河
ド
ラ
マ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
起
こ
る
観
光
現
象
で
あ

る
「
大
河
ド
ラ
マ
観
光
」
と
、
ア
ニ
メ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
起
こ
る
旅
行
行

動
で
あ
る
「
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
」
を
比
較
す
る
。
様
々
な
事
例
の
中
か
ら
こ
の

二
種
類
の
事
例
を
比
較
す
る
の
は
、
以
下
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
一
点
目
は
、

放
送
形
態
で
あ
る
。
放
送
形
態
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
る
が
、
大
き
く
二
つ
に

分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
映
画
や
一
話
完
結
の
ド
ラ
マ
、
ア
ニ
メ
映
画
な
ど
の

よ
う
に
、
一
回
の
視
聴
で
完
結
し
た
物
語
を
放
映
す
る
も
の
。
一
つ
は
、
連
続

ド
ラ
マ
や
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
な
ど
、
数
回
に
分
け
て
放
映
す
る
も
の
で
あ
る
。
嘉

幡
（
二
〇
一
〇
）
で
は
、
認
知
心
理
学
的
な
知
見
か
ら
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
視
聴

形
態
が
、
無
意
識
に
旅
行
動
機
形
成
に
影
響
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
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（
２
８

）
。
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
放
送
形
態
が
同
じ
で
あ
る
大
河
ド
ラ
マ

と
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
が
動
機
形
成
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
っ
て
い
る
事
例
の
比
較
を

行
う
。
二
点
目
は
、
ア
ニ
メ
と
ド
ラ
マ
の
違
い
で
あ
る
。
旅
行
行
動
を
誘
発
す

る
刺
激
と
し
て
考
え
た
時
、
ド
ラ
マ
と
ア
ニ
メ
で
は
、
想
像
力
の
入
る
余
地
が

異
な
る
た
め
、
旅
行
目
的
地
に
対
し
て
抱
く
イ
メ
ー
ジ
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
動
機
形
成
を
含
め
て
旅
行
行
動
が
変
化
す
る
可
能
性
が
高
い
。

ま
た
、
本
稿
で
も
詳
し
く
分
析
す
る
が
、
ア
ニ
メ
の
フ
ァ
ン
は
、
情
報
通
信
技

術
を
用
い
て
情
報
の
発
信
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
（
２
９

）
、

ア
ニ
メ
を
動
機
と
し
た
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
の
旅
行
行
動
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

情
報
社
会
に
特
有
の
旅
行
行
動
が
観
察
で
き
る
可
能
性
が
高
い
。 

 

旅
行
行
動
の
分
析
に
関
し
て
は
、
旅
行
者
の
行
動
を
大
き
く
四
つ
の
段
階
に

分
け
て
比
較
を
行
う
。
そ
れ
ぞ
れ
、「
動
機
形
成
」「
情
報
探
索
」「
旅
行
中
行
動
」

「
旅
行
後
行
動
」
で
あ
る
。「
動
機
形
成
」
は
、
旅
行
に
行
く
動
機
が
形
成
さ
れ

る
段
階
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
は
こ
の
段
階
で
主
に
旅
行
者
に
影
響
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。「
情
報
探
索
」
は
動
機
が
形
成
さ
れ
、
旅
行
に
出
か
け
る
際
の
情
報

を
探
索
す
る
段
階
で
あ
る
。「
動
機
形
成
」
と
「
情
報
探
索
」
を
あ
わ
せ
て
「
旅

行
前
行
動
」
と
す
る
。
こ
の
二
つ
は
、
必
ず
し
も
時
系
列
に
並
ん
で
い
る
わ
け

で
は
無
く
、
情
報
探
索
を
す
る
こ
と
で
動
機
が
形
成
、
強
化
さ
れ
る
こ
と
も
あ

る
し
、
動
機
形
成
と
情
報
探
索
が
同
時
に
起
こ
る
場
合
も
あ
る
。「
旅
行
中
行
動
」

は
、
実
際
に
旅
行
に
出
か
け
る
段
階
で
あ
る
。
移
動
中
や
旅
行
目
的
地
で
の
様
々

な
行
動
が
こ
の
段
階
に
含
ま
れ
る
。「
旅
行
後
行
動
」
は
、
旅
行
を
終
え
て
帰
宅

し
た
後
に
、
旅
行
に
関
す
る
様
々
な
行
動
を
す
る
段
階
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
各

段
階
に
つ
い
て
、
主
に
旅
行
者
の
情
報
の
受
発
信
に
着
目
し
、
比
較
を
行
う
。 

二 

大
河
ド
ラ
マ
と
大
河
ド
ラ
マ
観
光 

二
・
一 

大
河
ド
ラ
マ
の
特
徴 

  

大
河
ド
ラ
マ
と
は
、N

H
K

で
放
映
さ
れ
て
い
る
歴
史
ド
ラ
マ
で
あ
る
。
二

〇
一
〇
年
三
月
現
在
第
四
九
作
目
の
「
龍
馬
伝
」
が
放
映
さ
れ
て
い
る
。
第
一

作
目
は
一
九
六
三
年
の
「
花
の
生
涯
」
で
、
当
初
は
娯
楽
的
な
要
素
が
大
き
く
、

歴
史
物
を
シ
リ
ー
ズ
化
す
る
と
い
う
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
は
無
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
そ
の
後
シ
リ
ー
ズ
を
重
ね
、
一
九
七
〇
年
前
後
に
「
大
河
ド
ラ
マ
」
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
確
立
す
る
に
至
っ
た
（
３
０

）
。
様
々
な
時
代
を
扱
い
、
主
役

と
な
る
人
物
も
多
様
な
大
河
ド
ラ
マ
で
あ
る
が
、
一
貫
し
て
「
日
本
の
歴
史
」

を
描
い
て
い
る
（
３
１

）。 

 

大
河
ド
ラ
マ
を
動
機
と
し
た
旅
行
行
動
で
あ
る
大
河
ド
ラ
マ
観
光
は
、
初
期

の
こ
ろ
か
ら
見
ら
れ
た
。
第
一
作
目
の
「
花
の
生
涯
」
で
は
、
滋
賀
県
彦
根
城

に
百
二
十
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
と
さ
れ
て
お
り
（
３
２

）
、
第
四
作
目
で
あ

る
「
源
義
経
」（
一
九
六
六
年
）
で
は
、
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
た
京
都
・
鞍
馬

山
、
岩
手
県
・
平
泉
、
石
川
県
・
安
宅
の
関
で
観
光
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
３
３

）
。
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
七
年
の
大
河
ド
ラ
マ

の
舞
台
地
の
入
れ
込
み
客
数
を
分
析
し
た
研
究
で
も
、
程
度
の
差
は
あ
る
も
の

の
、
多
く
の
地
域
で
入
れ
込
み
客
数
の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
（
３
４

）
、

二
〇
〇
八
年
に
放
映
さ
れ
た
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
で
も
、
舞
台
と
な
っ
た
鹿

児
島
県
へ
の
入
れ
込
み
客
数
の
増
加
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
３
５

）
。
そ
の
効
果

は
広
く
認
知
さ
れ
、
大
河
ド
ラ
マ
撮
影
の
誘
致
や
、
大
河
ド
ラ
マ
に
あ
わ
せ
た

地
方
自
治
体
や
旅
行
会
社
の
観
光
誘
致
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
て
い
る
。 
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二
・
二 

大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
特
徴 

二
・
二
・
一 

大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
動
機
形
成 

  

大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
特
徴
の
う
ち
、
ま
ず
旅
行
動
機
形
成
の
段
階
か
ら
整
理

す
る
。
現
在
の
大
河
ド
ラ
マ
で
は
、
ド
ラ
マ
本
編
放
映
の
直
後
に
関
連
地
域
を

紹
介
す
る
五
分
程
度
の
番
組
が
放
映
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
ド
ラ
マ
を
視
聴
す

る
こ
と
で
、
ド
ラ
マ
の
関
連
地
域
が
ど
こ
で
あ
る
か
は
明
ら
か
に
な
る
。 

ま
た
、
ド
ラ
マ
自
体
を
視
聴
せ
ず
と
も
、
大
河
ド
ラ
マ
で
歴
史
上
の
ど
の
人

物
が
主
役
に
な
る
の
か
が
分
か
っ
た
段
階
で
、
ど
こ
が
関
連
地
域
な
の
か
は
明

ら
か
に
な
り
、
そ
れ
を
元
に
旅
行
を
す
る
人
が
出
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
放

映
の
一
～
二
年
前
に
大
河
ド
ラ
マ
の
候
補
地
が
決
ま
っ
た
段
階
か
ら
、
観
光
客

の
関
連
地
へ
の
入
れ
込
み
が
増
加
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

そ
の
こ
と
が
分
か
る
（
３
６

）
。 

 

二
・
二
・
二 

大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
情
報
探
索 

  

大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
旅
行
情
報
の
探
索
に
つ
い
て
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
が
用
い
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
大
河

ド
ラ
マ
が
放
映
さ
れ
る
と
、
関
連
す
る
既
存
書
籍
が
多
く
消
費
さ
れ
、
ま
た
新

た
に
出
版
さ
れ
る
も
の
も
増
え
る
（
３
７

）
。
ま
た
、
旅
行
会
社
に
よ
る
大
河
ド

ラ
マ
観
光
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
出
さ
れ
る
（
３
８

）
。
こ
う
し
た
書
籍
類

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
情
報
源
と
な
る
。
二
〇
一
〇
年
度
の
大
河
ド
ラ
マ
で
あ
る

「
龍
馬
伝
」
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
龍
馬
伝
紀
行
」「NH

K

高
知 

発
進
、

龍
馬
伝
」「NH
K

長
崎 

龍
馬
伝
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

サ
イ
ト
で
「
龍
馬
伝
」
に
関
す
る
場
所
や
、
そ
の
場
所
へ
の
行
き
方
な
ど
を
知

る
こ
と
が
出
来
る
（
３
９

）
。
ま
た
、
大
河
ド
ラ
マ
に
関
連
し
た
土
地
を
巡
る
特

別
番
組
も
放
映
さ
れ
る
た
め
（
４
０

）、
こ
れ
も
旅
行
情
報
源
に
な
る
と
同
時
に
、

旅
行
動
機
の
形
成
お
よ
び
強
化
に
も
影
響
を
与
え
る
だ
ろ
う
。 

 
 

二
・
二
・
三 

大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
旅
行
中
行
動 

  

大
河
ド
ラ
マ
観
光
で
の
旅
行
中
行
動
は
、
様
々
な
場
合
が
考
え
ら
れ
る
が
、

深
見
（
二
〇
〇
九
）
は
、
大
河
ド
ラ
マ
「
篤
姫
」
で
鹿
児
島
へ
の
入
れ
込
み
客

数
が
増
加
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、「
ま
ち
歩
き
」
観
光
の
利
用
者
数
に
大
き
な
効

果
が
も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
手
旅
行
会
社
の
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
で

の
参
加
の
よ
う
な
マ
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
的
な
要
素
が
強
い
旅
行
行
動
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
（
４
１

）
。
こ
の
結
果
を
見
る
限
り
、
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
で
の
参
加
で

な
く
と
も
、
そ
の
地
域
の
こ
と
を
深
く
知
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
ま
ち
歩
き
」

観
光
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
旅
行
者
と
い
う
よ
り
も
、
有
名
な
観
光
地

を
周
遊
す
る
よ
う
な
タ
イ
プ
の
旅
行
者
が
多
い
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
場
合
は
、
自
治
体
側
が
多
く
の
観
光
資
源
を
用
意
す
る
。

た
と
え
ば
、「
武
田
信
玄
」
で
は
、
小
淵
沢
町
に
ロ
ケ
セ
ッ
ト
「
武
田
信
玄
館
」

を
建
設
し
（
４
２

）、「
天
地
人
」
で
は
、
既
存
の
博
物
館
で
「N

H
K

大
河
ド
ラ

マ
特
別
展
「
天
地
人
」
～
直
江
兼
続
と
そ
の
時
代
～
」
が
開
催
さ
れ
（
４
３

）、「
武

蔵 
M

U
S

A
S

H
I

」
で
は
、
武
蔵
に
関
連
付
け
た
菓
子
、
酒
類
、
水
産
加
工
物
、

衣
類
な
ど
が
開
発
・
販
売
さ
れ
た
（
４
４

）。 
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こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
行
動
の
中
心
は
、
関
連
施
設
を
巡
る
、
現

地
で
写
真
を
撮
影
す
る
、
土
産
物
を
購
入
す
る
、
な
ど
で
あ
ろ
う
。 

 
二
・
二
・
四 

大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
旅
行
後
行
動 

  

大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
旅
行
後
行
動
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
尐
な
い
。
大
河
ド
ラ
マ
観
光
に
限
ら
ず
、
旅
行
行
動

に
関
す
る
研
究
で
、
旅
行
後
の
旅
行
者
行
動
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に

研
究
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
（
４
５

）
。
今
後
実
証
的
に
研
究
が
な
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
デ
ー
タ
か
ら
考
え
ら
れ
る
行
動
を
挙
げ
る
。 

ま
ず
、
旅
行
経
験
を
他
者
に
話
す
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、

一
九
九
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
年
代
に
か
け
て
の
旅
行
に
関
す
る
情
報
源
を
調
べ

る
と
（
４
６

）
、
家
族
や
友
人
、
知
人
か
ら
の
情
報
、
い
わ
ゆ
る
「
口
コ
ミ
」
が

多
く
の
割
合
を
占
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
の
受
発
信
も
見
ら
れ
た
。m

ix
i

の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検
索
機
能
を
用
い
て
、「
龍
馬
伝
」
と
入
力
し
て
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

三
〇
件
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
確
認
さ
れ
た
。
参
加
人
数
が
最
も
多
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
は
、「2

0
1

0

年
大
河
ド
ラ
マ
『
龍
馬
伝
』（
４
７

）
」
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年

六
月
五
日
に
開
設
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
四
日
現
在
で
メ
ン
バ

ー
数
は
二
万
五
百
十
人
で
あ
る
。
ト
ピ
ッ
ク
は
十
三
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
自
己

紹
介
」「
コ
ミ
ュ
の
管
理
運
営
に
関
す
る
ト
ピ
」「
龍
馬
伝
に
関
す
る
質
問
ト
ピ
」

「
史
実
ト
ピ
」「
龍
馬
伝
紀
行
（
各
地
の
史
跡
写
真
）
」「
遊
び
系
ト
ピ
（
し
り
と

り
、
ま
じ
か
る
バ
ナ
ナ
等
）
」
「
坂
本
龍
馬
、
龍
馬
伝
、
幕
末
関
連
の
情
報
、
宣

伝
と
告
知
ト
ピ
」
「
出
演
者
関
連
情
報
」「
大
河
ド
ラ
マ
「
龍
馬
伝
」
に
関
連
す

る
ド
ラ
マ
等
の
ト
ピ
」「
画
像
ト
ピ
」「
フ
ァ
ン
ト
ピ
」「
雑
談
ト
ピ
」「
オ
フ
会
」

で
あ
る
。
こ
の
中
で
、「
龍
馬
伝
紀
行
（
各
地
の
史
跡
写
真
）
」
と
「
画
像
ト
ピ
」

に
は
、
坂
本
龍
馬
ゆ
か
り
の
史
跡
の
写
真
や
、
主
演
の
福
山
雅
治
の
ポ
ス
タ
ー

を
撮
影
し
た
写
真
、
ロ
ケ
地
を
撮
影
し
た
写
真
が
見
ら
れ
た
。 

 

三 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼 

三
・
一 

ア
ニ
メ
の
特
徴 

  

ア
ニ
メ
に
は
様
々
な
種
類
が
あ
る
が
、
本
稿
で
扱
う
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
中
高
生
以
上
向
け
の
ア
ニ
メ
に
多
い
。
こ
れ
ら
の

中
高
生
以
上
向
け
ア
ニ
メ
は
、
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
る
も
の
も
多
い
が
、
深
夜
枠

で
の
放
送
が
多
く
、
地
域
に
よ
っ
て
は
放
映
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、

中
に
はO

V
A

と
い
う
形
で
、
テ
レ
ビ
で
の
放
映
は
せ
ず
、
ビ
デ
オ
やD

V
D

の

み
の
販
売
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
子
供
向
け
ア
ニ
メ
と
は
異
な
り
、
玩
具
な
ど

の
展
開
が
見
込
め
な
い
た
め
、
玩
具
メ
ー
カ
ー
が
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
つ
く
こ

と
は
ま
れ
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
コ
ン
テ
ン
ツ
が
流
通
す
る
こ
と
が

多
い
の
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る
（
４
８

）
。
さ
ら
に
、
映
像
を
加
工
し
た
も
の
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
を
流
通
す
る
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
映
像
の
加
工
に

は
、
た
と
え
ば
、
「M

A
D

」
や
「
フ
ァ
ン
サ
ブ
」
が
あ
る
。M

A
D

と
は
、
既

存
の
動
画
や
、
音
声
、
ゲ
ー
ム
や
ア
ニ
メ
な
ど
を
編
集
、
加
工
し
た
も
の
で
あ

る
（
４
９

）
。
フ
ァ
ン
サ
ブ
と
は
、
「fa

n
 
su

b
title

」
の
略
で
あ
り
、
海
外
で
放

映
さ
れ
て
い
な
い
日
本
ア
ニ
メ
に
つ
い
て
、
現
地
の
言
葉
で
字
幕
を
入
れ
て
あ
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る
も
の
の
こ
と
で
あ
る
（
５
０

）
。
筆
者
が
実
際
に
確
認
し
た
フ
ァ
ン
サ
ブ
の
中

に
は
、
作
品
中
で
説
明
な
く
語
ら
れ
る
日
本
文
化
に
つ
い
て
、
外
国
語
で
懇
切

丁
寧
な
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。M

A
D

や
フ
ァ
ン
サ
ブ
な
ど

の
二
次
創
作
は
、
著
作
権
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
が
、
面
白
いM

A
D

は
、

ネ
ッ
ト
上
を
含
め
た
口
コ
ミ
で
広
ま
っ
て
ゆ
く
た
め
、
あ
る
種
の
広
告
効
果
を

持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
二
次
創
作
現
場
で
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の

ス
カ
ウ
ト
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
（
５
１

）
。
フ
ァ
ン
サ
ブ
に
関
し
て
は
、
海
外

に
ま
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
波
及
さ
せ
る
点
に
お
い
て
は
効
果
的
で
あ
ろ
う
。
以
上

の
よ
う
に
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
を
引
き
起
こ
す
ア
ニ
メ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
様
々
な
形
で
流
通
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
ア

ニ
メ
で
は
、
フ
ァ
ン
が
作
品
の
世
界
観
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
流
用
し
て
作
り
出

す
二
次
創
作
で
あ
る
同
人
誌
が
出
回
る
こ
と
が
多
い
（
５
２

）
。
そ
れ
ら
同
人
誌

は
、
コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
で
頒
布
さ
れ
た
り
、
フ
ァ
ン
同
士
で
交
換
さ

れ
た
り
す
る
。 

 

こ
こ
で
、
ア
ニ
メ
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
ア
ニ
メ
の
背
景
は
、
あ

く
ま
で
ア
ニ
メ
的
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
実
際
の
風
景
が
そ
の
ま
ま
用
い
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
近
年
の
ア
ニ
メ
で
は
、
ア
ニ
メ
風
で
は
あ

る
が
実
際
の
風
景
と
酷
似
し
た
背
景
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
た

め
、
実
際
の
風
景
と
の
同
定
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ニ
メ
作
品
の
中
で
、

明
示
的
に
ア
ニ
メ
の
背
景
の
場
所
が
明
か
さ
れ
る
こ
と
は
尐
な
い
。
中
に
は
舞

台
と
な
っ
た
場
所
が
明
ら
か
な
作
品
も
あ
る
が
、
現
実
の
場
所
の
名
前
と
は
表

記
を
変
え
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
、
ア
ニ
メ
「
ら
き
☆
す
た
」
の
舞
台
で
あ

る
「
鷲
宮
神
社
」
は
、
作
品
内
で
は
「
鷹
宮
神
社
」
、「
春
日
部
駅
」
は
「
糟
日

部
駅
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
作
品
に
よ
っ
て
は

D
V

D

化
さ
れ
た
際
に
、
特

典
映
像
と
し
て
ロ
ケ
地
の
紹
介
が
附
属
す
る
も
の
も
あ
る
が
（
５
３

）
、
多
数
を

占
め
る
と
は
言
い
難
い
。 

 

三
・
二 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
特
徴 

三
・
二
・
一 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
動
機
形
成 

 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
行
動
の
動
機
は
ア
ニ
メ
を
視
聴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
ニ
メ
の
み
を
視
聴
す
る
だ
け
で
は
、
ア
ニ
メ
に
映
っ
た

背
景
が
実
際
に
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
お
ろ
か
、
ど
こ
が
舞
台
に
な
っ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
ら
か
の
関
連
情
報
を
得
る
こ
と

で
、
ア
ニ
メ
の
背
景
が
現
実
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
り
、
聖
地
巡
礼
行
動
に
至

る
。
関
連
情
報
に
は
、「
内
部
情
報
」
と
「
外
部
情
報
」
が
考
え
ら
れ
る
。
「
内

部
情
報
」
と
は
、
記
憶
で
あ
る
。
過
去
に
見
た
事
が
あ
る
景
色
が
ア
ニ
メ
の
背

景
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
場
合
、
現
実
の
場
所
と
の
つ
な
が
り
を
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
る
。「
外
部
情
報
」
と
は
、
人
間
が
外
か
ら
得
る
情
報
で
、
友
人
か

ら
の
口
コ
ミ
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ブ
ロ
グ
の
書
き
込
み
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー

ス
、
雑
誌
やD

V
D

な
ど
様
々
で
あ
る
。 

 

こ
の
事
前
情
報
の
取
得
方
法
の
差
異
に
よ
り
、
三
通
り
の
聖
地
巡
礼
者
が
存

在
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
５
４

）。
一
つ
目
は
、「
開
拓
的
ア
ニ
メ
聖
地

巡
礼
者
（
以
下
：
開
拓
者
）」
で
あ
る
。
開
拓
者
は
、
ア
ニ
メ
を
視
聴
し
、
様
々

な
推
論
を
働
か
せ
て
、
聖
地
を
発
見
す
る
。
開
拓
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ

る
と
、
ア
ニ
メ
作
品
の
背
景
に
描
き
こ
ま
れ
た
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
や
地
形
、
作
品
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表１： mixi内のアニメ聖地巡礼関係コミュニティ

コミュニティ名 作品名 開設日 メンバー数

木崎湖同盟
おねがいティーチャー

2004年11月7日 947 
おねがいツインズ

-mixi-雛見沢村観光協会 ひぐらしのなく頃に 2006年4月26日 1,434 

涼宮ハルヒの舞台西宮へ行こう！ 涼宮ハルヒの憂鬱 2006年5月5日 860 

#AIRな舞台訪問♪# AIR 2006年6月18日 150 

京アニ版『Kanon』聖地巡礼 Kanon 2006年8月24日 211 

CLANNADの聖地巡礼に行こう CLANNAD 2007年3月12日 390 

らき☆すたの舞台春日部に行こう

らき☆すた

2007年4月14日 152 

らき☆すた修学旅行の地へ行こう 2007年8月31日 53 

らき☆すたと共にin鷲宮町商工会 2007年11月15日 361 

鷲宮神社【らき☆すた】で初詣 2007年11月22日 270 

らき☆すたの聖地鷲宮へ行こう 2009年3月25日 125 

true tearsの舞台城端に行こう true tears 2008年2月16日 250 

かんなぎ聖地巡礼
かんなぎ

2008年11月23日 18 

名神大社鼻節神社【かんなぎ】 2009年1月7日 26 

咲-Saki-の舞台に行こう！！ 咲 2008年12月29日 108 

豊郷小学校【けいおん！】
けいおん！

2009年9月22日 50 

京アニ×聖地巡礼×けいおん！ 2009年2月8日 194 

アニメ聖地巡礼（舞台訪問） － 2005年8月30日 915 

計測日2010年3月30日

の
原
作
小
説
の
描
写
や
作
者
の
出
身
地
、
作
品
内
で
登
場
し
た
地
名
や
駅
名
な

ど
か
ら
聖
地
を
発
見
す
る
。
そ
の
際
、g

o
o
g
le

の
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
や
、

Y
A

H
O

O

地
図
な
ど
を
用
い
て
探
し
た
り
、
直
接
現
地
で
探
索
し
た
り
す
る
。

彼
ら
の
中
に
は
、
当
該
行
為
を
、
ア
ニ
メ
の
舞
台
を
探
し
出
し
て
訪
ね
る
こ
と

か
ら
、
「
舞
台
探
訪
」
と
呼
ぶ
者
も
多
い
。
二
つ
目
は
、
「
追
随
型
ア
ニ
メ
聖
地

巡
礼
者
（
以
下
、
追
随
者
）」
で
あ
る
。
追
随
者
は
、
開
拓
者
が
発
見
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
し
た
情
報
を
元
に
聖
地
巡
礼
を
行
う
巡
礼
者
で
あ
る
。

三
つ
目
は
「
二
次
的
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
者
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
前
二
者
と
は

異
な
り
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
ア
ニ
メ
聖
地
を
知
り
、

訪
れ
る
聖
地
巡
礼
者
で
あ
る
（
５
５

）
。
ア
ニ
メ
聖
地
は
、
巡
礼
者
の
来
訪
が
人

に
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
中
に
は
、
ま
ち
お
こ
し
に
つ
な
が
る
な

ど
で
広
く
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
５
６

）
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
者
の
主
な
動
機
は
、
ア
ニ
メ
の
背
景
と
な
っ
た

場
所
を
訪
れ
る
こ
と
に
あ
る
。 

 

三
・
二
・
二 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
情
報
探
索 

  

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
旅
行
情
報
探
索
は
、
大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
通
常
の
旅
行
情
報
探
索
と
同
様
の
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
探
索
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
巡

礼
者
や
当
該
地
域
の
住
人
な
ど
の
個
人
が
発
信
す
る
情
報
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

一
つ
目
の
情
報
探
索
で
は
、
情
報
の
発
信
元
は
旅
行
会
社
や
宿
泊
施
設
、
コ

ン
テ
ン
ツ
を
所
有
し
て
い
る
企
業
や
、
当
該
地
域
の
行
政
機
関
や
観
光
協
会
、

商
工
会
で
あ
る
。
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
者
も
、
宿
泊
施
設
や
移
動
手
段
な
ど
の
観

光
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
情
報
は
、
通
常
の
旅
行
者
と
同
様
の
情
報
探
索
を
行
っ

て
い
る
。
出
版
社
か
ら
出
さ
れ
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
尐
な
い
が
、
主
な
物
と
し

て
、
柿
崎
俊
道
に
よ
る
「
聖
地
巡
礼
（
５
７

）」
や
、JT

B

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
に
よ

る
「
も
え
る
る
ぶ
（
５
８

）
」
、
ド
リ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
「
ア
ニ
メ&

コ
ミ

ッ
ク 

聖
地
巡
礼NA

VI

（
５
９

）」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
旅
行
会
社
に
よ
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
旅
行
商
品
に
つ
い
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の

ア
ク
セ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
が
単
発
で
催
行
さ
れ
る
こ
と
が
有
る
程
度
で
あ
る
。 

 

二
つ
目
の
、
個
人
が
発

信
す
る
情
報
に
関
し
て
は
、

前
述
し
た
よ
う
な
、
聖
地

巡
礼
者
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
ブ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
も
の
や
、
巡
礼

者
の
来
訪
を
受
け
た
地
元

住
民
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ

ン

グ

サ

ー

ビ

ス

の

m
ix

i

に
は
、
作
品
ご
と
の

聖
地
巡
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

も
存
在
し
、
そ
う
い
っ
た

場
で
の
情
報
交
換
も
な
さ

れ
て
い
る
（
表
１
）
。
表
１
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図２：アニメの聖地の様々(上段2008年8月26日、下段左2009年4月6日、下段右2008年4月5日：全て筆者撮影)

に
は
、
聖
地
巡
礼
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
列
挙
し
た
。
作
品
毎
に
様
々
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
、
中
に
は
「
木
崎
湖
同
盟
」
や
「-m

ix
i-

雛
見
沢
村
観

光
協
会
」
、
「
涼
宮
ハ
ル
ヒ
の
舞
台
西
宮
へ
行
こ
う
！
」
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
が
千

人
近
く
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
あ
る
。「
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
（
舞
台
訪
問
）」
は
、

聖
地
巡
礼
と
い
う
行
為
自
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る
。「
ら
き
☆
す
た
と
共
に

in

鷲
宮
町
商
工
会
」
は
、
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
名
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
地

元
の
関
係
者
と
接
点
を
持
と
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鷲
宮
町
商

工
会
の
経
営
指
導
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
グ
ッ
ズ
製
作
の
際
に
、

電
子
掲
示
板
に
グ
ッ
ズ
開
発
の
案
を
書
き
込
み
、
フ
ァ
ン
か
ら
の
意
見
を
多
数

得
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
情
報
探
索
に
は
従
来
の
情
報
探
索
と
は
異
な
る
点
が
有
る
。
そ
れ

は
、
双
方
性
で
あ
る
。
実
際
、
筆
者
が
作
成
し
た
巡
礼
記
（
６
０

）
を
読
み
、
聖

地
へ
の
行
き
方
や
、
現
地
の
様
子
な
ど
を
質
問
す
る
巡
礼
者
が
い
た
。
ま
た
、

筆
者
が
聖
地
巡
礼
を
行
っ
て
い
る
際
に
出
会
っ
た
巡
礼
者
は
、
開
拓
者
が
運
営

す
る
サ
イ
ト
を
印
刷
し
、
そ
れ
を
参
照
し
な
が
ら
巡
礼
し
て
い
た
。 

 

三
・
二
・
三 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
旅
行
中
行
動 

 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
を
行
う
際
、
現
地
で
は
、
大
き
く
分
け
て
四
つ
の
行
動
が

見
ら
れ
る
（
６
１

）
。 

 

一
つ
目
は
、
ア
ニ
メ
聖
地
の
写
真
を
ア
ニ
メ
で
登
場
す
る
の
と
同
じ
ア
ン
グ

ル
で
撮
影
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
は
、
元
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
持
参
し
、
見

比
べ
る
場
合
も
多
い
。
ア
ニ
メ
聖
地
は
、
元
々
人
び
と
に
広
く
価
値
が
認
め
ら

れ
て
い
る
神
社
や
自
然
景
観
の
場
合
も
あ
る
が
、
通
常
で
は
観
光
対
象
と
し
て

価
値
が
認
め
ら
れ
難
い
日
常
的
な
風
景
で
あ
る
こ
と
も
多
い
（
図
２
）。 

二
点
目
は
、
旅
の
記
念
物

と
し
て
様
々
な
も
の
を
残
し

て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
聖
地
巡
礼
ノ
ー
ト

に
コ
メ
ン
ト
や
イ
ラ
ス
ト
を

残
す
（
６
２

）
、
絵
馬
に
ア
ニ

メ
絵
を
描
く
（
６
３

）
、
黒
板

に
ア
ニ
メ
絵
や
コ
メ
ン
ト
を

残
す
、
地
域
の
商
店
や
宿
泊

施
設
に
ア
ニ
メ
グ
ッ
ズ
を
置

い
て
い
く
、
な
ど
で
あ
る
。 

三
点
目
は
、
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
の
持

ち
運
び
可
能
な
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
端
末
を
用
い
て
、
聖
地
の
様
子
を
「
実
況
中
継
」
や
「
巡
礼
記
」
と
し

て
掲
示
版
や
ブ
ロ
グ
で
公
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

四
点
目
は
、
巡
礼
者
と
現
地
の
人
々
や
巡
礼
者
同
士
で
の
交
流
が
認
め
ら
れ

る
点
で
あ
る
。
埼
玉
県
鷲
宮
町
で
催
行
さ
れ
た
土
師
祭
の
「
ら
き
☆
す
た
神
輿
」

の
担
ぎ
手
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る
と
、
巡
礼
者
が
地
元
住
民
と
の
交
流

を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
６
４

）
。
ま
た
、
筆
者
が
二
〇
一
〇
年

三
月
に
、「
咲
」
の
舞
台
と
さ
れ
る
長
野
県
諏
訪
地
方
を
開
拓
者
のJ

さ
ん
と
共
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に
巡
っ
て
い
た
際
に
、
他
の
二
人
組
の
巡
礼
者
と
当
地
で
偶
然
出
会
い
、J

さ

ん
が
そ
の
二
人
に
他
の
聖
地
を
紹
介
し
、
連
絡
先
を
交
換
す
る
場
面
が
あ
っ
た
。 

 
三
・
二
・
四 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
旅
行
後
行
動 

 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
後
の
巡
礼
者
の
情
報
発
信
行
動
は
大
き
く
分
け
て
以
下
の

二
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一
点
目
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
発
信
で
あ
り
、
二
点
目
は
、
現
実
空

間
で
の
発
信
で
あ
る
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
発
信
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、SN

S

内

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
電
子
掲
示
板
の
書
き
込
み
な
ど
が
あ
る
。
聖
地
巡
礼
者
は

聖
地
巡
礼
を
行
っ
て
、
当
地
で
撮
影
し
た
写
真
や
動
画
を
コ
メ
ン
ト
と
と
も
に

「
巡
礼
記
」
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
こ
と
が
多
い
。
ア
ニ

メ
の
絵
と
実
際
の
風
景
写
真
を
並
置
し
て
比
較
し
て
あ
る
サ
イ
ト
も
あ
る
。
聖

地
と
さ
れ
た
地
域
の
人
々
へ
の
配
慮
が
見
ら
れ
る
事
が
特
徴
と
さ
れ
て
い
る

（
６
５

）
。
具
体
的
に
は
、
車
や
人
が
写
真
に
写
り
こ
ん
だ
場
合
、
個
人
が
特
定

で
き
な
い
よ
う
な
加
工
を
施
す
、
民
家
が
聖
地
と
さ
れ
て
い
る
場
合
は
場
所
を

明
か
さ
な
い
、「
舞
台
を
巡
る
際
に
は
地
域
の
人
々
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
旨
の
注
意
書
き
を
併
記
す
る
な
ど
の
配
慮
や
規
範
作

り
で
あ
る
。
中
に
は
、
動
画
に
よ
る
発
信
も
あ
る
。
観
光
案
内
風
に
聖
地
を
紹

介
し
た
動
画
が
「
ニ
コ
ニ
コ
動
画
」
や
「Y

o
u

 T
u

b
e

」
な
ど
の
動
画
投
稿
サ
イ

ト
で
見
ら
れ
、
ア
ニ
メ
「
け
い
お
ん
！
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
実
写
版
が
聖
地

で
フ
ァ
ン
の
手
に
よ
り
撮
影
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
上
に
ア
ッ
プ
さ
れ
る
と
い
う
事
も

起
こ
っ
た
（
６
６

）。 

「
巡
礼
記
」
を
ア
ー
カ
イ
ブ
化
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
動
き
の

う
ち
の
一
つ
で
あ
る
「
舞
台
探
訪
ア
ー
カ
イ
ブ
（
６
７

）
」
に
は
、
二
〇
一
〇
年

一
月
三
〇
日
現
在
で
、
漫
画
、
小
説
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
等

四
四
〇
作
品
の
舞
台
に
つ
い
て
の
「
巡
礼
記
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

二
点
目
は
、
現
実
空
間
で
の
発
信
で
あ
る
。
巡
礼
者
の
中
に
は
、
聖
地
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
自
費
で
作
成
す
る
者
や
、
ア
ニ
メ
絵
馬
に
関
す
る
同
人

誌
を
作
成
す
る
者
な
ど
が
お
り
、コ
ミ
ッ
ク
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
で
頒
布
さ
れ
た
り
、

フ
ァ
ン
同
士
で
交
換
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
中
に
は
聖
地
と
さ
れ
て
い
る
地
域

の
商
店
な
ど
で
配
布
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
通
常
の
旅
行
行
動
と

同
様
に
、
友
人
に
経
験
を
話
し
、
友
人
を
連
れ
て
再
訪
す
る
、
と
い
う
場
合
も

あ
る
。 

 

四 

大
河
ド
ラ
マ
観
光
と
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼 

四
・
一 

コ
ン
テ
ン
ツ
と
場
所
と
時
間 

  

大
河
ド
ラ
マ
観
光
と
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
を
比
較
し
て
い
く
が
、
ま
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
向
け
ら
れ
る
関
心
と
、
場
所
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
分

析
を
行
い
た
い
。 

大
河
ド
ラ
マ
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
視
聴
す
る
場
合
は
、
大
き
く
分
け
て
以

下
の
二
点
の
関
心
、
す
な
わ
ち
、「
歴
史
的
関
心
」
と
「
ド
ラ
マ
的
関
心
」
、
が

有
る
と
考
え
ら
れ
る
。
歴
史
的
関
心
と
は
、
大
河
ド
ラ
マ
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ

の
背
後
の
、事
実
と
し
て
の
歴
史
に
向
け
ら
れ
た
関
心
で
あ
る
。そ
の
こ
と
は
、
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大
河
ド
ラ
マ
に
対
す
る
視
聴
者
の
意
見
の
中
に
、
史
実
と
異
な
る
設
定
や
時
代

考
証
の
不
備
に
対
す
る
批
判
が
起
こ
る
こ
と
や
、「
大
河
ド
ラ
マ
は
歴
史
の
勉
強

に
な
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
（
６
８

）
。
さ
ら
に
、
歴
史

的
関
心
の
中
に
は
、
歴
史
上
の
人
物
へ
の
関
心
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
時
代
へ

の
関
心
が
あ
り
得
る
だ
ろ
う
。
ド
ラ
マ
的
関
心
と
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
ド

ラ
マ
自
体
に
対
す
る
関
心
で
あ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
の
視
聴
者
の
中
に
は
、
歴
史

的
事
実
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
せ
ず
、
ド
ラ
マ
の
内
容
や
ス
ト
ー
リ
ー
の
面
白
さ

や
、
出
て
い
る
俳
優
を
重
視
す
る
意
見
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
ド
ラ
マ
的
関
心

を
抱
く
者
が
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
６
９

）
。
ド
ラ
マ
的
関
心
も
さ
ら
に
二
つ
に

分
け
ら
れ
、
人
物
へ
の
関
心
と
、
ド
ラ
マ
の
世
界
観
へ
の
関
心
が
あ
ろ
う
。
こ

の
場
合
の
人
物
へ
の
関
心
は
、
演
じ
て
い
る
俳
優
へ
の
関
心
で
あ
る
。
ま
た
、

大
河
ド
ラ
マ
は
史
実
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
側
面
が
あ
る
一
方
で
、
現
代
社
会

に
も
通
じ
る
物
語
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
ド
ラ
マ
自
体
の
世
界
観
へ
の

関
心
を
抱
く
こ
と
も
で
き
る
。 

こ
の
二
つ
の
関
心
を
、
大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
旅
行
動
機
と
対
応
さ
せ
る
と
、

次
の
二
点
に
整
理
で
き
る
。
一
つ
は
、
大
河
ド
ラ
マ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
歴

史
的
関
心
が
喚
起
さ
れ
、
そ
れ
を
動
機
と
し
て
現
地
に
赴
く
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
一
つ
は
、
ド
ラ
マ
の
舞
台
と
な
っ
た
と
い
う
そ
の
こ
と
自
体
や
、
出
演
し

た
俳
優
が
そ
の
場
所
に
い
た
こ
と
な
ど
に
魅
力
を
感
じ
、
そ
れ
が
旅
行
動
機
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
こ
れ
ら
が
同
時
に
生
じ
る
可
能
性
も
あ
る
。 

こ
の
二
つ
の
関
心
に
は
共
通
点
が
見
て
と
れ
る
。
そ
れ
は
、
場
所
お
よ
び
時

間
と
の
関
連
性
の
強
さ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
歴
史
的
関
心
は
、
過
去
の
特
定
の

時
点
、
特
定
の
場
所
で
起
こ
っ
た
事
件
や
、
存
在
し
た
人
物
に
対
し
て
注
が
れ

て
い
る
。
ド
ラ
マ
的
関
心
に
つ
い
て
も
、
現
在
か
ら
の
時
間
的
な
距
離
は
歴
史

的
関
心
に
比
べ
る
と
小
さ
い
が
、
や
は
り
、
と
あ
る
時
点
で
、
あ
る
特
定
の
場

所
で
起
こ
っ
た
出
来
事
、
つ
ま
り
、
ド
ラ
マ
撮
影
や
、
俳
優
が
そ
の
場
所
に
い

た
こ
と
な
ど
、
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

大
河
ド
ラ
マ
観
光
に
お
け
る
関
心
は
、
過
去
の
一
時
点
、
場
所
で
起
こ
っ
た
現

実
の
出
来
事
や
、
存
在
し
た
人
物
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
（
７
０

）。 

一
方
で
、
ア
ニ
メ
の
場
合
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
に
歴
史
的
な
事
実
は
付
随
し
な

い
（
７
１

）
。
そ
れ
で
は
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
場
合
の
関
心
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
あ
ろ
う
か
。
大
河
ド
ラ
マ
で
の
関
心
と
対
応
さ
せ
る
と
、
ア
ニ
メ
の
舞
台
を

探
し
て
訪
ね
る
際
の
関
心
は
、「
世
界
観
的
関
心
」
と
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
的
関
心
」

の
二
つ
の
要
素
か
ら
成
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
的
関
心
」
と

は
、
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
へ
の
関
心
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
小
田
切(

二
〇

一
〇)

に
よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
定
義
か
ら
、「
絵
柄
と
し
て
の
外
見
」「
物
語
を

通
じ
て
形
成
さ
れ
る
性
格
」「
記
号
的
な
意
味
性
」
の
三
点
を
持
つ
も
の
、
と
す

る
（
７
２

）
。
「
世
界
観
的
関
心
」
と
は
、
ア
ニ
メ
の
世
界
観
へ
の
関
心
で
あ
る
。

ア
ニ
メ
で
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
の
関
係
や
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
取
り
巻
く

環
境
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々
な
設
定
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
集
合
体
を
「
世

界
観
」
と
す
る
。
ア
ニ
メ
の
設
定
上
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
住
ん
で
い
る
」
と
か

「
作
品
の
舞
台
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
決
め
事
に
よ
っ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
と
場

所
が
接
続
さ
れ
て
い
る
。
大
河
ド
ラ
マ
と
は
異
な
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
現
実

に
は
存
在
し
な
い
の
で
、
そ
こ
に
い
た
と
い
う
事
実
は
無
い
し
、
実
際
の
撮
影

が
そ
の
場
で
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
（
７
３

）。 

大
河
ド
ラ
マ
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
関
心
は
、
歴
史
的
に
せ
よ
ド
ラ
マ
的
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に
せ
よ
、
過
去
の
あ
る
時
点
の
出
来
事
や
人
物
に
対
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
旅
行
者
は
、
現
在
の
当
該
地
域
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
上
の
人

物
や
出
来
事
、
俳
優
や
ロ
ケ
地
に
な
っ
た
こ
と
に
対
し
て
関
心
を
抱
き
、
そ
れ

を
消
費
す
る
た
め
に
旅
行
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、

歴
史
的
関
心
に
よ
っ
て
大
河
ド
ラ
マ
を
視
聴
し
て
い
る
人
は
、
別
の
時
代
の
違

う
人
物
の
物
語
が
語
ら
れ
れ
ば
、
そ
ち
ら
に
関
心
を
移
し
、
ド
ラ
マ
的
関
心
に

よ
っ
て
大
河
ド
ラ
マ
を
視
聴
し
て
い
る
人
は
、
関
心
の
あ
る
俳
優
が
別
の
作
品

に
出
れ
ば
そ
ち
ら
に
関
心
を
移
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
に
比
べ
て
ア
ニ
メ
の
場
合
、

作
品
中
の
世
界
は
、
現
実
時
間
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
聖
地
を
訪

れ
る
者
が
、「
作
中
で
起
こ
っ
た
出
来
事
が
起
こ
っ
た
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い

た
り
す
る
の
は
現
在
で
あ
る
」
と
想
像
す
れ
ば
そ
の
よ
う
に
見
る
事
が
で
き
る
。

ま
た
、
実
際
用
い
ら
れ
て
い
る
風
景
は
今
現
在
の
地
域
の
姿
で
あ
る
か
ら
、
そ

う
し
た
見
立
て
も
し
易
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ア
ニ
メ
と
い
う
、
元
々
空
想
の
産

物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、
場
所
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
付

与
し
て
い
る
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
世
界
観
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
コ
ン
テ
ン
ツ

と
見
る
と
、
そ
れ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
現
実

の
場
所
が
機
能
し
、
フ
ァ
ン
は
ア
ニ
メ
の
世
界
観
と
現
実
空
間
を
接
続
す
る
こ

と
が
で
き
る
（
７
４

）
。
そ
の
よ
う
な
関
係
と
し
て
と
ら
え
る
と
、
現
在
の
現
実

空
間
が
ア
ニ
メ
の
世
界
観
を
強
固
に
す
る
役
割
を
担
っ
て
く
る
た
め
、
フ
ァ
ン

が
現
在
の
地
域
の
動
向
に
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。 

整
理
す
る
と
、
地
域
に
密
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
歴
史
を
扱
っ
た
大
河
ド

ラ
マ
は
、
当
該
地
域
の
過
去
を
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
、
逆

に
旅
行
者
の
興
味
を
現
在
の
地
域
か
ら
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
一
時

的
に
来
訪
者
が
増
え
る
の
み
で
、
地
域
に
深
く
コ
ミ
ッ
ト
す
る
よ
う
な
行
動
が

起
こ
り
に
く
い
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
地
域
と
密
接
な
つ
な
が
り
が
無
い
と

思
わ
れ
る
ア
ニ
メ
で
は
、
逆
に
そ
の
世
界
観
の
不
安
定
さ
を
地
域
に
定
着
さ
せ

る
こ
と
で
、
旅
行
者
の
興
味
を
地
域
に
向
け
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
。
現
実
の
場
所
が
ア
ニ
メ
の
背
景
と
し
て
コ
ン
テ
ン
ツ
化
し
、
当
該

地
域
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
論
を
進
め
て
来
て
、
本
論
文
の
冒
頭
に
紹
介
し
た
「
戦
国

BASARA

」
に
着
目
し
た
い
。「
戦
国BA

SARA

」
は
、
株
式
会
社CAPC

OM

か
ら
発

売
さ
れ
た
、
武
将
達
を
主
人
公
と
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
で
あ
る
。
戦
国

BASARA

は
女
性
フ
ァ
ン
を
数
多
く
獲
得
し
、
同
人
誌
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
も
人

気
が
あ
る
。
巡
礼
行
動
も
見
ら
れ
、
女
性
が
多
い
。 

そ
う
す
る
と
、
戦
国
時
代
と
い
う
歴
史
を
扱
っ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り

な
が
ら
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
と
同
様
の
行
動
が
見
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
の
論
と
矛

盾
す
る
よ
う
に
見
え
る
。 

実
は
、
こ
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
論
と
矛
盾
し
な
い
。「
戦
国BASA

RA

」
は
、

歴
史
を
扱
っ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
歴
史
性
や
ド
ラ
マ
性
が
抜

き
さ
ら
れ
た
も
の
と
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「
戦
国

BA
SAR

A

」
に
登
場
す
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
は
伊
達
政
宗
や
真
田
幸
村
な
ど
の
戦
国
武
将
の
名
称
が
付
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
世
界
観
に
つ
い
て
は
、
伝
統
的
な
戦
国
時
代

感
と
は
か
な
り
異
な
る
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
伊
達
政
宗
は

英
語
を
織
り
交
ぜ
た
日
本
語
を
話
し
、
暴
走
族
の
総
長
の
よ
う
な
扱
い
を
さ
れ

て
お
り
、
本
多
忠
勝
は
ロ
ボ
ッ
ト
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
徳
川
家
康
は
、「
機

動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
」
や
「
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
」
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
セ
リ
フ
を
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発
し
、「
い
つ
き
」
と
い
う
尐
女
に
は
、
ア
イ
ド
ル
の
追
っ
か
け
の
よ
う
な
村
人

が
つ
い
て
い
る
。
浅
井
長
政
は
正
義
の
変
身
ヒ
ー
ロ
ー
の
よ
う
に
描
か
れ
、
ス

ー
パ
ー
戦
隊
シ
リ
ー
ズ
を
意
識
し
た
よ
う
な
「
五
本
槍
」
と
い
う
五
人
の
チ
ー

ム
の
武
将
も
登
場
す
る
。
ゲ
ー
ム
を
進
め
て
行
く
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
の
や

り
と
り
が
描
か
れ
る
が
、
歴
史
に
忠
実
と
い
う
よ
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
の

や
り
取
り
が
面
白
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
何
よ
り
も
、
同
時
代
に

活
躍
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
武
将
同
士
が
同
じ
時
間
軸
を
生
き
て
お
り
、

歴
史
性
が
抜
き
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
７
５

）
。 

ド
ラ
マ
性
に
関
し
て
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
。

ド
ラ
マ
の
場
合
は
、
歴
史
上
の
人
物
を
俳
優
が
演
じ
て
い
る
が
、
ゲ
ー
ム
の
場

合
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
る
。
生
身
の
人
間
は
声
優
と
し
て
声
を
提
供
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。
前
述
し
た
と
お
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
同
士
の
や
り
取
り
の
面

白
さ
を
重
視
し
た
物
語
が
展
開
さ
れ
、
ま
た
、
時
間
軸
は
関
係
な
く
、
面
白
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
付
与
で
き
る
武
将
を
集
め
て
ゲ
ー
ム
を
構
築
し
て
い
る
。
歴

史
性
と
ド
ラ
マ
性
を
抜
き
去
り
、
代
わ
り
に
世
界
観
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
を
付

与
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
読
み
や
編
集
の
自
由
度
が
高
ま
り
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
同
士
の
様
々
な
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。 

こ
こ
で
、
戦
国B
A
S
A
R
A

の
聖
地
巡
礼
の
際
に
か
け
ら
れ
た
絵
馬
（
図
１
）
を

見
て
み
る
と
、
そ
の
中
に
は
、
ゲ
ー
ム
中
で
伊
達
政
宗
が
放
つ
セ
リ
フ
が
記
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
、
伊
達
政
宗
や
真
田
幸
村
な
ど
は
戦
国BA

SARA

に
登
場
す
る

デ
ザ
イ
ン
で
描
か
れ
て
い
る
。
宮
城
縣
護
國
神
社
に
て
、
戦
国BASA

RA

に
関
す

る
絵
馬
を
分
析
し
た
佐
藤
（
二
〇
一
〇
）
で
も
多
く
の
絵
馬
に
ゲ
ー
ム
内
の
セ

リ
フ
が
入
っ
て
い
る
事
や
、「
伊
達
政
宗
」
に
会
う
た
め
に
来
た
と
い
う
記
述
が

多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
７
６

）。 

つ
ま
り
、
こ
れ
は
戦
国BA

SAR
A

の
巡
礼
で
あ
り
、
純
粋
に
歴
史
的
な
興
味
を

持
っ
て
訪
れ
る
も
の
と
は
異
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
来
訪
者
が
歴
史
的
な

関
心
を
持
た
な
い
と
い
う
意
味
で
は
な
い
が
、
直
接
に
は
、
戦
国BA

SARA

に
登

場
す
る
「
伊
達
政
宗
」
や
「
真
田
幸
村
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
そ
れ
ら
に
「
会
い

に
」
来
て
い
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
戦
国BASA

RA

に
関
し
て
、
巡
礼
者
が
主

体
的
、
能
動
的
に
地
域
に
協
力
し
て
共
に
ま
ち
お
こ
し
に
取
り
組
む
と
い
う
事

態
は
、
今
の
と
こ
ろ
筆
者
の
調
査
の
範
囲
で
は
見
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

旅
行
動
機
を
形
成
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
徴
が
そ
の
ま
ま
旅
行
行
動
の
あ
り

方
を
規
定
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
旅
行
者
の
年
齢
や
性
別
、
価
値
観
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
地
域
側
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
活
用
の
仕
方
な
ど
、
様
々
な
要

因
が
旅
行
行
動
の
あ
り
方
を
規
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
コ
ン
テ

ン
ツ
の
性
質
の
分
析
に
加
え
て
、
様
々
な
事
例
で
の
旅
行
行
動
を
詳
細
に
分
析

す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

四
・
二 

旅
行
行
動
の
特
徴 

四
・
二
・
一
動
機
形
成
お
よ
び
情
報
探
索
に
お
け
る
主
体
性
と
能
動
性 

 

大
河
ド
ラ
マ
観
光
と
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
、
旅
行
に
必
要
な
情
報
の
提
供

の
さ
れ
方
が
異
な
っ
て
い
る
。
大
河
ド
ラ
マ
観
光
で
は
、
旅
行
動
機
形
成
の
際

に
得
る
情
報
は
テ
レ
ビ
、
本
、
雑
誌
、
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
発
信
し
て
い

る
も
の
が
主
で
あ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
中
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に
大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
情
報
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
旅
行
会
社
に
よ
る
ツ
ア
ー

商
品
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
河
ド
ラ
マ
観
光
で
は
、
観
光
を
誘
発
し
、
当
地
に

観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
の
観
光
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
す

で
に
こ
う
し
た
整
備
が
長
年
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
大
河
ド

ラ
マ
の
舞
台
地
に
観
光
に
行
く
と
い
う
行
動
は
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
お
り
、

コ
ン
テ
ン
ツ
自
体
を
視
聴
せ
ず
と
も
旅
行
動
機
が
形
成
さ
れ
う
る
。 

一
方
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
、
旅
行
の
主
な
動
機
は
、
ア
ニ
メ
に
登
場
し

た
カ
ッ
ト
を
見
た
り
、
同
じ
ア
ン
グ
ル
で
写
真
を
撮
影
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ

る
た
め
、
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
が
す
で
に
何
ら
か
の
形
で
視
聴
可
能
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
コ
ン
テ
ン
ツ
が
流
通
す
る
前

に
当
該
地
域
に
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
こ
と
は
尐
な
い
。
加
え
て
、
そ
う
し
た
ア
ニ

メ
の
中
の
背
景
が
実
際
に
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の

際
に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
個
人
ブ

ロ
グ
や
個
人
が
開
設
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
巡
礼
記
」
で
あ
る
。 

旅
行
動
機
形
成
の
段
階
に
つ
い
て
、
大
河
ド
ラ
マ
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
の
情

報
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
地
域
側
な
ど
の
、
い
わ
ゆ
る
仕
掛
け
る
側
に
よ
っ
て
提

供
さ
れ
て
お
り
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
場
合
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
コ
ン

テ
ン
ツ
の
発
信
と
、
個
人
が
発
信
し
た
聖
地
巡
礼
の
情
報
が
複
合
的
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

ま
た
、
こ
の
段
階
で
、
主
体
的
に
情
報
探
索
を
行
う
か
否
か
に
つ
い
て
も
差

が
有
る
と
言
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
場
合
は
、
舞
台

地
側
、
製
作
者
側
か
ら
の
情
報
提
供
が
多
い
。
情
報
発
信
は
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
も
の
が
多
く
、
出
さ
れ
る
情
報
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
情
報

探
索
が
容
易
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
発
信
も
あ
る
が
、
や
は

り
テ
レ
ビ
局
に
よ
る
も
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
視
聴
に
近

い
利
用
の
仕
方
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
本
稿
で
確
認
し
た
通
り
、
フ
ァ
ン
側
の

情
報
発
信
も
あ
る
が
、
大
河
ド
ラ
マ
観
光
が
常
識
に
な
り
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
現
状
、
フ
ァ
ン
の
発
し
た
情
報
で
初
め
て
大
河
ド
ラ
マ
観

光
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
場
合
は
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
が
舞
台
地
を
探
し
出
し
、
そ

の
結
果
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
「
巡
礼
記
」
と
し
て
ア
ッ
プ
さ
れ
る
も
の
が

主
な
情
報
源
と
な
る
。
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
試
み
も
い
く
つ
か
あ
る
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
、
そ
の
主
体
は
フ
ァ
ン
で
あ
り
、
情
報
は
断
片
的
で
あ
る
。
聖
地
巡
礼

者
は
そ
れ
ら
の
情
報
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
、
自
分
な
り
の
巡
礼
を
作
り
だ
す
。
そ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
動
機
形
成
、
情
報
探
索
の
段
階
か
ら
、
聖
地
巡
礼
者
に

は
主
体
的
、
能
動
的
な
態
度
が
形
成
さ
れ
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

四
・
二
・
二 

旅
行
者
の
情
報
発
信
と
情
報
の
編
集 

 

大
河
ド
ラ
マ
観
光
お
よ
び
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
双
方
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
用
い
た
旅
行
者
の
情
報
発
信
が
確
認
で
き
た
。
た
だ
、
そ
の
発
信
の
仕
方
に

つ
い
て
は
差
が
見
ら
れ
る
。
大
河
ド
ラ
マ
観
光
の
旅
行
者
の
場
合
は
、
史
跡
や

ロ
ケ
地
の
写
真
を
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ア
ニ
メ
聖
地

巡
礼
の
場
合
は
、
情
報
を
た
だ
発
信
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を

促
進
す
る
、
動
画
を
撮
影
・
公
開
す
る
な
ど
、
情
報
の
編
集
が
高
度
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報
発
信
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と
そ
の
編
集
を
、
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
を
保
有
す
る
ア
ク
タ
ー
で
は
無
く
、

消
費
す
る
側
の
ア
ク
タ
ー
が
活
発
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
消
費
者
が
、
ネ
ッ
ト
で
の
テ
キ
ス
ト

や
動
画
の
受
発
信
と
親
和
性
が
高
い
こ
と
や
、
同
人
誌
制
作
、
同
人
ゲ
ー
ム
制

作
な
ど
のD

iY
文
化
を
持
ち
（
７
７

）、
消
費
者
で
あ
り
な
が
ら
生
産
者
の
側
面

を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に

関
連
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
特
徴
に
よ
る
差
異
も
確
認
で
き
る
。
本
稿
で
分
析
し

た
通
り
、
大
河
ド
ラ
マ
へ
の
関
心
は
過
去
の
一
時
点
の
出
来
事
や
人
物
に
あ
り
、

改
変
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
歴
史
と
は
あ
る
特
定
の
視
点
か

ら
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
完
全
に
客
観
的
な
事
実
と
し
て
の
歴
史
は
存
在
し

な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
新
た
な
史
料
が
見
つ
か
れ
ば
解
釈
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
は
よ
く
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
あ
ま
り
に
史
実
か
ら
か
け
離
れ
た
改
変
は
、

歴
史
的
関
心
を
抱
く
人
々
の
立
場
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
ド
ラ

マ
的
関
心
に
し
て
も
、
あ
る
俳
優
が
そ
こ
に
い
た
こ
と
や
、
そ
こ
で
撮
影
が
行

わ
れ
た
こ
と
は
変
更
す
る
事
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
旅
行
者
に
と
っ
て
は
も

ち
ろ
ん
、
そ
の
土
地
に
住
む
者
で
さ
え
も
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
、
旅

行
者
の
ア
ニ
メ
コ
ン
テ
ン
ツ
へ
の
関
心
は
世
界
観
的
関
心
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
的

関
心
で
あ
る
た
め
、
ア
ニ
メ
作
品
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
や
作
中
で
の
世
界
観

と
矛
盾
し
な
い
よ
う
な
形
で
あ
れ
ば
、
改
編
や
編
集
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き

る
。
秀
逸
な
も
の
は
作
品
の
フ
ァ
ン
に
認
め
ら
れ
す
ら
す
る
。
も
ち
ろ
ん
地
域

住
民
も
、
こ
れ
ら
の
世
界
観
や
フ
ァ
ン
内
で
了
解
さ
れ
て
い
る
文
脈
か
ら
逸
脱

し
な
け
れ
ば
、
改
変
や
編
集
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
７
８

）。 

 

こ
う
し
た
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
編
集
可
能
性
、
改
変
可
能
性
の
違
い
も
、
旅
行

者
や
地
元
住
民
の
情
報
発
信
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と
そ
の
消
費
者
は
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ

を
動
機
と
し
た
旅
行
行
動
を
分
析
す
る
際
に
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
性
質
と
そ
の

消
費
者
の
行
動
を
共
に
視
野
に
い
れ
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

四
・
二
・
三 

旅
行
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
変
容 

 
 

大
河
ド
ラ
マ
観
光
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
双
方
で
、
旅
行
後
行
動
に
つ
い
て

旅
行
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
旅
行
経
験
に
関
す
る
画
像
や
テ
キ
ス
ト
を
発

信
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
大

河
ド
ラ
マ
観
光
と
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
差
異
が
見
出
さ
れ
た
。 

ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
情
報
の
受
発
信
が
大
河

ド
ラ
マ
に
比
べ
て
盛
ん
か
つ
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巡
礼
者
が
互
い
を
認

識
す
る
機
会
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。goo

gle

を
は
じ
め
と
す
る
検
索
サ
イ
ト

や
ア
ー
カ
イ
ブ
サ
イ
ト
、
あ
る
い
は
、mixi

な
ど
のSN

S

を
通
じ
て
、
聖
地
巡

礼
者
同
士
が
互
い
の
存
在
を
認
識
し
合
う
。
実
際
、m

ixi

内
で
は
、
様
々
な
作

品
の
聖
地
巡
礼
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
出
来
上
が
っ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
上

で
知
り
合
っ
た
者
同
士
が
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
再
訪
し
た
り
、
現
地
で
落
ち
合

っ
た
り
す
る
様
子
も
見
ら
れ
る
。逆
に
、聖
地
巡
礼
中
に
現
実
空
間
で
出
会
い
、

情
報
空
間
上
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
も
見
ら
れ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
聖
地
巡
礼
で
は
、
旅
行
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
情
報
空
間
と
現
実
空
間
の
双
方
に
ま
た
が
っ
て
広
く
行
わ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
旅
行
者
同
士
だ
け
で
は
な
く
、
旅
行
者
と
地
元
住
民
が
ネ
ッ
ト
上
で
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図３: 情報社会における旅行行動の研究概念

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 
こ
の
よ
う
に
、
集
合
的
な
「
旅
行
者
（
ゲ
ス
ト
）
」
と
「
地
域
住
民
（
ホ
ス
ト
）」

と
い
う
二
項
対
立
的
な
枠
組
み
で
は
無
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、
旅

行
者
同
士
、
旅
行
者
と
地
域
住
民
な
ど
、
個
人
対
個
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
情
報
社
会
に
お
け
る
旅
行
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
あ
り
方
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。 

 

五 

コ
ン
テ
ン
ツ
・
イ
ン
デ
ュ
ー
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究 

 
 

本
稿
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
考
え
方
を
整
理
し
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
分
け
て
考
え
る
情
報
社
会
特
有
の
コ
ン
テ
ン
ツ
的
思
考
を
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
分
析
に
用
い
て
、
議
論
を
展
開
し
た
。
事
例
と
し
て
、
大
河
ド
ラ
マ

観
光
と
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
同
じ
よ
う
に
コ
ン
テ
ン
ツ
が

誘
引
と
な
っ
た
旅
行
行
動
で
も
、
コ
ン
テ
ン
ツ
と
場
所
と
の
関
係
性
や
、
旅
行

者
の
情
報
の
受
発
信
の
様
態
が
、
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

今
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
量
的
な
普
及
が
さ
ら
に
進
ん
だ
り
、
質
的
な
利

用
方
法
の
変
化
が
生
じ
た
り
し
た
場
合
、
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
に
限
ら
ず
、
同
様

の
構
造
を
持
つ
旅
行
行
動
が
現
れ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
通
信
技
術
の
利
用
や
旅
行
者
へ
の
影
響
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
現
実
の
様
々
な
旅
行
行
動
を
詳
細
に
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
、

情
報
社
会
に
お
け
る
旅
行
行
動
の
特
徴
や
課
題
が
広
範
に
わ
た
っ
て
明
ら
か
に

な
る
と
と
も
に
、
研
究
の
蓄
積
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
事
例
の
詳
細
な
分
析
に
加
え
て
、
概
念
化
も
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
図
３
は
、
今
回
の
事
例
分
析
か
ら
、
概
念
化
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。 

旅
行
者
は
旅
行
前
か
ら
旅
行
後
に
至
る
ま
で
、
現
実
空
間
お
よ
び
情
報
空
間

の
双
方
に
情
報
発
信
し
、
双
方
か
ら
情
報
を
得
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
は
情
報

空
間
上
を
流
通
す
る
と
と
も
に
、
現
実
空
間
で
流
通
す
る
こ
と
も
あ
る
。
コ
ン

テ
ン
ツ
を
旅
行
者
が
創
り
出
す
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
旅
行
行
動
に
着

目
し
た
分
析
を
行
う
場
合
、
旅
行
者
と
地
域
住
民
と
い
う
集
合
的
な
二
項
対
立

構
造
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
、
個
と
個
の
関
係
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が

現
れ
て
来
て
い
る
た
め
、
旅
行
者
以
外
の
人
々
を
、
旅
行
者
と
関
わ
る
人
々
、

と
し
て
広
く
と
ら
え
、
知

見
を
収
集
し
て
い
く
方
が

現
状
に
即
し
て
い
る
と
言

え
よ
う
。
旅
行
者
以
外
の

人
々
の
中
に
は
、
旅
行
者

も
入
っ
て
く
る
。
図
３
の

上
段
の
よ
う
に
、
旅
行
行

動
を
旅
行
前
か
ら
旅
行
後

ま
で
と
ら
え
、
そ
れ
と
関

わ
る
様
々
な
ア
ク
タ
ー
を

位
置
づ
け
て
い
く
と
い
う

考
え
方
で
あ
る
。 

本
稿
で
提
示
し
た
分
析

視
角
は
、
今
後
、
ど
の
よ

う
に
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
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グ
や
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
や
、
旅
行
に
関
わ

る
人
と
人
の
関
係
性
構
築
の
あ
り
方
、
観
光
関
連
企
業
の
あ
り
方
、
コ
ン
テ
ン

ツ
所
有
者
の
あ
り
方
に
関
す
る
問
題
を
考
え
る
際
に
も
、
有
効
で
あ
る
。 

 

そ
れ
と
言
う
の
も
、
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
運
用

や
、
そ
れ
に
よ
る
旅
行
者
の
誘
引
の
あ
り
方
に
大
き
く
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
あ
る
場
所
や
人
の
持
つ
文
化
や
歴
史
な
ど
の
情
報
を
ど
の
よ
う
に
発

信
し
、
共
有
す
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
戦
国

B
A

S
A

R
A

の
事
例
で
は
、
問
題
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゲ
ー
ム

や
ア
ニ
メ
と
し
て
描
か
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
を
動
機
と
し
て
当
該
地
域
を
訪
れ
た

旅
行
者
は
、
基
本
的
に
は
コ
ン
テ
ン
ツ
で
描
か
れ
た
人
物
表
象
や
世
界
観
に
関

心
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
歴
史
性
を
重
ん
じ
る
旅
行
者
や
地
元
住
民
か
ら
「
邪

道
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
確
か
に
、
コ
ン
テ
ン
ツ
は
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
た
め
地
域
文
化
に
対
す
る
不
正
確
な
理
解
を

招
く
危
険
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
の
文
化
や
歴
史
を
よ
り
多
く
の
人
々
に

伝
え
た
り
、
旅
行
者
と
の
協
働
を
し
た
り
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
場
合
、
コ
ン

テ
ン
ツ
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
地
域
経
営
の
戦
略
や
文
化
資
源
の
保
全
を
考
え

る
上
で
重
要
に
な
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
収
益
を
考
え
る
主
体
に
と
っ
て
も
、

コ
ン
テ
ン
ツ
の
人
気
の
長
寿
化
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
か
し
た
地
域
で
の
商
品
展

開
な
ど
に
関
す
る
議
論
が
重
要
に
な
る
。 

逆
に
、
意
図
的
な
発
信
で
は
無
い
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
価
値
づ
け
ら
れ
た

地
域
に
旅
行
者
が
訪
れ
る
こ
と
で
、
地
域
側
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
事
態
が

引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
（
７
９

）
、
そ
う
し
た
事
態
へ
の
対
応
も
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
く
る
。 

こ
う
し
た
議
論
の
規
模
を
拡
大
す
る
と
、
日
本
全
体
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振

興
に
関
し
て
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
よ
う
。 

情
報
通
信
技
術
の
発
展
に
よ
り
、
今
後
様
々
な
形
態
の
旅
行
行
動
が
起
こ
っ

て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
旅
行
者
、
地
域
住
民
、
観
光
事
業
従
事
者
な
ど

様
々
な
ア
ク
タ
ー
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
が
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
来
る
だ
ろ
う
。
コ
ン
テ
ン
ツ
と
場
所
、
人
を
つ
な
ぐ
コ
ン
テ
ン
ツ
・

イ
ン
デ
ュ
ー
ス
ト
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
研
究
が
、
今
後
よ
り
詳
細
か
つ
広
範
囲
に

わ
た
っ
て
な
さ
れ
、
知
見
の
蓄
積
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。 

                                         

          

 

（
１

） 

森
下
剛
「
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
地
域
振
興
に
関
す
る
研
究
（
１
）
」（
『
梅

花
女
子
大
学
短
期
大
学
部
研
究
紀
要
』
五
六
号
、
二
○
○
七
）
、
森
下
剛
「
マ
ン
ガ
・

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
地
域
振
興
に
関
す
る
研
究
（
２
）
」
（
『
梅
花
女
子
大
学
短
期

大
学
部
研
究
紀
要
』
五
七
号
、
二
〇
〇
八
）
、
谷
口
重
徳
「
コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
じ
た
地

域
振
興
の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題
―
中
国
地
域
を
中
心
に
―
」（
『
現
代
社
会
学
』
十

号
、
二
〇
〇
九
）
、
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
『
メ
デ
ィ
ア
コ
ン

テ
ン
ツ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
』
（
二
〇
〇
九
）
な
ど
。 

（
２

） 

長
嶋
一
由
『
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
』
（W

A
V

E

出
版
、
二
〇
〇
九
） 

（
３

） 

李
受
美
「
「
大
河
ド
ラ
マ
」
ジ
ャ
ン
ル
の
登
場
と
そ
の
社
会
的
意
味
の
形
成
過
程
」（
『
情

報
学
研
究 

:
 

学
環 

:
 

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
紀
要
』
七
〇 

号
、
二
〇
〇
六
） 

（
４

） 

二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
合
併
に
よ
り
久
喜
市 

（
５

） 

岡
本
健
「
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
誕
生
と
展
開
」（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ

ン
タ
ー
文
化
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
チ
ー
ム
（
編
）『
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
と
ツ

ー
リ
ズ
ム 

鷲
宮
町
の
経
験
か
ら
考
え
る
文
化
創
造
型
交
流
の
可
能
性
』
北
海
道
大
学

観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
、
一
号
、
二
〇
〇
九
） 

（
６

） 

岡
本
健
・
釜
石
直
裕
・
松
尾
友
貴
「
旅
行
者
の
観
光
資
源
に
対
す
る
認
識
の
変
化
に

関
す
る
研
究
～
豊
郷
小
学
校
旧
校
舎
群
に
お
け
る
来
訪
者
の
認
識
変
化
に
つ
い
て
～
」

（
『
第2

4

回
日
本
観
光
研
究
学
会
全
国
大
会
学
術
論
文
集
』
、
二
〇
〇
九
） 

（
７

） 

玉
井
建
也
「「
聖
地
」
へ
と
至
る
尾
道
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
―
―
歌
枕
か
ら
『
か
み

ち
ゅ
！
』
へ
」
（
『
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
研
究
』
一
号
、
二
〇
〇
九
） 



 18 

                                        

                                        

                               

 
（
８

） 

筆
者
の
現
地
調
査
に
よ
る
。
長
野
県
上
田
市
の
上
田
城
で
は
二
〇
〇
八
年
一
一
年
二

三
日
に
、
宮
城
縣
護
國
神
社
で
は
二
〇
〇
八
年
一
一
月
二
五
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
戦
国B

A
S

A
R

A

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
描
か
れ
た
絵
馬
が
観
察
さ
れ

た
。
ま
た
、
佐
藤
善
之
（
注
７
５
）
で
は
、
宮
城
縣
護
國
神
社
の
絵
馬
に
関
し
て
詳
細

な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

（
９

） 

丸
田
一
「
地
域
か
ら
遊
離
し
た
空
間
」
（
同
著
『
「
場
所
」
論
』N

T
T

出
版
、
二
〇

〇
八
） 

（
１
０

） 

同
人
ゲ
ー
ム
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
に
詳
し
い
。
七
邊
信
重
「
同
人
・
イ
ン
デ
ィ

ー
ズ
ゲ
ー
ム
制
作
を
可
能
に
す
る
「
構
造
」
」
（
『
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
研
究
』
一
号
、

二
〇
〇
九
） 

（
１
１

） 

佐
藤
善
之
「
い
か
に
し
て
神
社
は
聖
地
と
な
っ
た
か:

 

公
共
性
と
非
日
常
性
が
生

み
出
す
聖
地
の
発
展
」
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
文
化
資
源
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
研
究
チ
ー
ム
（
編
）『
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム 

鷲
宮
町
の
経
験

か
ら
考
え
る
文
化
創
造
型
交
流
の
可
能
性
』
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー

叢
書
、
一
号
、
二
〇
〇
九
） 

（
１
２

） 

中
村
晋
吾
「
「
オ
タ
ク
文
化
」
時
代
に
宮
沢
賢
治
を
読
む
―
「
擬
人
化
」
の
諸
様
態

を
め
ぐ
っ
て
―
」
（『
コ
ン
テ
ン
ツ
文
化
史
研
究
』
一
号
、
二
〇
〇
九
） 

（
１
３

） 

山
内
貴
範
『
町
お
こ
しin

羽
後
町
―
美
尐
女
イ
ラ
ス
ト
を
使
っ
て
や
っ
て
み
た
』

（
ア
ド
ス
リ
ー
、
二
〇
〇
九
） 

（
１
４

） 

伊
藤
久
史
「
出
会
い
の
場
と
し
て
の
仏
教
寺
院
―
角
田
山
「
妙
光
寺
」
と
松
栄
山

「
了
法
寺
」
の
事
例
を
中
心
に
―
」
（
『
北
海
道
大
学
大
学
院 
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・

観
光
学
院 

観
光
創
造
専
攻 

二
〇
〇
九
年
度
修
士
論
文
』
、
二
〇
一
〇
） 

（
１
５

） 

篠
原
高
志
「
テ
レ
ビ
番
組
を
活
用
し
た
観
光
振
興
と
番
組
誘
致
に
つ
い
て
」
（
『
月

刊
観
光
』
四
四
一
号
、
二
〇
〇
三
） 

（
１
６

） 
B

e
a

to
n

 S
u

e

『F
ilm

-In
d

u
ce

d
 T

o
u

rism

』
（C

h
a

n
n

e
l V

ie
w

 P
u

b
lica

tio
n

s

、

二
〇
〇
五
） 

（
１
７

） 

中
谷
哲
弥
「
フ
ィ
ル
ム
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察
―
「
観
光
地
イ
メ
ー
ジ
」

の
構
築
と
観
光
経
験
を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
奈
良
県
立
大
学
「
研
究
季
報
」
』
一
八
巻
、

一
・
二
合
併
号
、
二
〇
〇
七
） 

 

（
１
８

） 

和
田
祟
「
中
国
地
域
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状
と
可
能
性
」

（
『
季
刊 

中
国
総
研
』
十
一
巻
、
四
号
、
二
〇
〇
七
） 

（
１
９

） 
H

y
o
u

n
g
g
o
n

 K
im

・S
a

ra
h

 L
. R

ich
a

rd
so

n

「M
o
tio

n
 P

ictu
re

 Im
p

a
cts o

n
 

D
e
s
tin

a
tio

n
 Im

a
g
e
s

」（
『A

n
n

a
ls o

f T
o
u

ris
m

 R
e
se

a
rch

』Vo
l.3

0
, N

o
.1

, 2
0

0
3

） 

（
２
０

） 

鷲
宮
町
の
ま
ち
お
こ
し
の
経
緯
や
特
徴
に
つ
い
て
は
、
山
村
高
淑
「
ア
ニ
メ
聖
地

                                        

                                        

                               

 

の
成
立
と
そ
の
展
開
に
関
す
る
研
究
～
ア
ニ
メ
作
品
「
ら
き
☆
す
た
」
に
よ
る
埼
玉
県

鷲
宮
町
の
旅
客
誘
致
に
関
す
る
一
考
察
～
」（『
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
ジ
ャ
ー

ナ
ル
』
七
号
、
二
〇
〇
八
）
、
岡
本
健
「
「
ら
き
☆
す
た
」
に
見
る
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
に

よ
る
交
流
型
ま
ち
づ
く
り
―
埼
玉
県
鷲
宮
町
」
（
敷
田
麻
実
・
内
田
純
一
・
森
重
昌
之

（
編
）『
観
光
の
地
域
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
』
、
学
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
九
）
等
に
詳
し
い
。 

（
２
１

） 

山
村
高
淑
「
観
光
革
命
と2

1

世
紀
：
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
型
ま
ち
づ
く
り
に
見
る
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
現
代
的
意
義
と
可
能
性
」
（
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
文

化
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
チ
ー
ム
（
編
）
『
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム 

鷲
宮
町
の
経
験
か
ら
考
え
る
文
化
創
造
型
交
流
の
可
能
性
』
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
、
一
号
、
二
〇
〇
九
） 

（
２
２

） 

井
手
口
彰
典
「
萌
え
る
地
域
振
興
の
行
方
―
「
萌
え
お
こ
し
」
の
可
能
性
と
そ
の

課
題
に
つ
い
て
―
」（
『
地
域
総
合
研
究
』
第
三
十
七
巻
、
第
一
号
、
二
〇
〇
九
） 

（
２
３

） 

石
森
秀
三
「2

1

世
紀
に
お
け
る
自
律
的
観
光
の
可
能
性
」（
『
国
立
民
族
学
博
物
館

調
査
報
告
』
、
二
十
三
号
、
国
立
民
族
学
博
物
館
、
二
〇
〇
一
） 

（
２
４

） 

注
５ 

（
２
５

） 

田
中
辰
雄
「
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
の
経
済
・
経
営
分
析
」（
新
宅
純
二
郎
、
田
中
辰
雄
、

柳
川
範
之
（
編
）
『
ゲ
ー
ム
産
業
の
経
済
分
析
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
三
） 

（
２
６

） 

井
上
努
「
旅
行
経
験
に
基
づ
く
〃
観
光
オ
タ
ク
〄
の
創
作
活
動
と
表
象
」
（
『
立
教

観
光
学
研
究
紀
要
』
第
九
号
、
二
〇
〇
七
） 

（
２
７

） 

福
冨
忠
和
「
コ
ン
テ
ン
ツ
と
は
何
か
」
お
よ
び
、
秋
山
雅
和
「
映
像
デ
ジ
タ
ル
時

代
の
コ
ン
テ
ン
ツ
流
通
」（
い
ず
れ
も
、
長
谷
川
文
雄
・
福
冨
忠
和
（
編
）『
コ
ン
テ
ン

ツ
学
』
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
七
） 

（
２
８

） 

嘉
幡
貴
至
「
ア
ニ
メ
聖
地
巡
礼
の
動
機
形
成
と
情
報
探
索
に
関
す
る
研
究
」（
山
村

高
淑
・
岡
本
健
（
編
）『
次
世
代
ま
ち
お
こ
し
と
ツ
ー
リ
ズ
ム 

鷲
宮
町
・
幸
手
市
に
見

る
商
店
街
振
興
の
未
来
』
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
、
四
号
、
二

〇
一
〇
） 

（
２
９

） 

折
原
由
梨
「
お
た
く
の
消
費
行
動
の
先
進
性
に
つ
い
て
」
（
『
跡
見
学
園
女
子
大
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
〇
九
） 

（
３
０

） 

注
３ 

（
３
１

） 

李
受
美
「
「
大
河
ド
ラ
マ
」
と
大
河
ド
ラ
マ
―
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
歴
史
的
想
像
力

に
対
す
る
一
考
察
と
し
て
の
日
韓
比
較
分
析
―
」（
『
情
報
学
研
究 

:
 

学
環 

:
 

東
京
大

学
大
学
院
情
報
学
環
紀
要
』
六
十
八
号
、
二
○
○
五
） 

（
３
２

） 

注
１
５ 

（
３
３

） 

注
３ 
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（
３
４

） 

中
村
哲
「
観
光
に
お
け
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
」
（
前
田
勇
（
編
）
『
２
１
世
紀

の
観
光
学
』
、
学
文
社
、
二
〇
〇
三
） 

（
３
５

） 
深
見
聡
「
大
河
ド
ラ
マ
『
篤
姫
』
効
果
と
観
光
形
態
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
地
域

環
境
研
究 

環
境
教
育
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
号
、
二
〇
〇
九
） 

（
３
６

） 

注
３
４ 

（
３
７

） 

注
３ 

（
３
８

） J
T

B

東
日
本
国
内
商
品
事
業
部
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
エ
ー
スJ

T
B

熱
き
志
士

の
足
跡
を
辿
る
維
新
伝
心
の
旅 

坂
本
龍
馬
」
（
二
〇
一
〇
、
春
‐8

0

）
で
は
、
高
知
、

京
都
、
長
崎
・
熊
本
、
鹿
児
島
、
伊
豆
・
下
田
へ
の
旅
行
商
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

（
３
９

） 

大
河
ド
ラ
マ 

龍
馬
伝, h

ttp
://w

w
w

9
.n

h
k

.o
r.jp

/ry
o
m

a
d

e
n

/ (d
o
w

n
lo

a
d

e
d

 a
t 

2
0

1
0

.0
1

.3
1

) 

（
４
０

） 

前
原
正
美
「
メ
デ
ィ
ア
産
業
と
観
光
産
業
―
大
河
ド
ラ
マ
と
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
―
」

（
『
東
洋
学
園
大
学
紀
要
』
一
六
号
、
二
○
○
八
） 

（
４
１

） 

深
見
聡
「
大
河
ド
ラ
マ
『
篤
姫
』
効
果
と
観
光
形
態
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
地
域

環
境
研
究
：
環
境
教
育
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
号
、
二
〇
〇
九
） 

（
４
２

） 

加
藤
紀
雄
「N

H
K

大
河
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
と
地
域
づ
く
り
」
（
『
地
域
政
策
』
、
一
〇

巻
、
二
号
、
二
〇
〇
〇
） 

（
４
３

） 

中
島
太
郎
「「
誰
も
知
ら
な
い
」
か
ら
「
誰
も
が
知
っ
て
い
る
」
へ 

ブ
ー
ム
は
チ

ャ
ン
ス 

N
H

K

大
河
ド
ラ
マ
特
別
展
「
天
地
人
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
社
会
教
育
』
、
六

四
巻
、
一
〇
号
、
二
〇
〇
九
） 

（
４
４

） 

能
野
昌
剛
「
大
河
ド
ラ
マ
「
武
蔵 

M
U

S
A

S
H

I

」
で
盛
り
上
が
る
下
関
市
」（
『
や

ま
ぐ
ち
経
済
月
報
』
三
三
六
号
、
二
〇
〇
三
） 

（
４
５

） 

佐
々
木
土
師
二
に
よ
る
『
旅
行
者
行
動
の
心
理
学
』（
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇

〇
）
お
よ
び
、『
観
光
旅
行
の
心
理
学
』（
北
大
路
書
房
、
二
〇
〇
七
）
で
は
、
旅
行
後

行
動
の
研
究
と
し
て
、
旅
行
経
験
の
評
価
研
究
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
蓄
積
は
尐
な

い
。
こ
れ
は
、
観
光
研
究
が
観
光
産
業
を
中
心
に
し
て
な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
反
映
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
旅
行
会
社
の
利
用
が
旅
行
に
と
っ
て
の
唯
一
の
選
択
肢
で
は

無
く
な
っ
て
い
る
今
、
旅
行
行
動
全
般
に
渡
っ
て
知
見
の
蓄
積
が
必
要
で
あ
る
。 

（
４
６

） 

岡
本
健
「
観
光
情
報
革
命
時
代
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
そ
の
４
）
～
旅
行
情
報
化
世
代

～
」
（
『
北
海
道
大
学
文
化
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
集
』
六
号
、
二
〇
〇
九
）
を
参
照
。

こ
の
文
献
で
は
、
情
報
源
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
る
割
合
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。 

（
４
７

） 
m

ix
i

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「2

0
1

0

年
大
河
ド
ラ
マ
『
龍
馬
伝
』
」

                                        

                                        

                               

 
h

ttp
://m

ix
i.jp

/v
ie

w
_
co

m
m

u
n

ity.p
l?id

=
3

4
0

6
1

9
1
 (d

o
w

n
lo

a
d

e
d

 a
t 2

0
1
0
.3

.2
4
)  

（
４
８

） 

田
中
辰
雄
「
私
的
コ
ピ
ー
は
被
害
を
与
え
て
い
る
か:

 

動
画
の
ケ
ー
ス
―
フ
ァ
イ

ル
交
換W

i
n
n
y

と
動
画
サ
イ
トY

o
u
 
T
u
b
e

の
影
響
―
」
（
『
組
織
科
学
』
四
一
号
、
二

〇
〇
七
） 

（
４
９

） 

藤
原
実
「M

A
D

」
（
同
著
『
現
代
オ
タ
ク
用
語
の
基
礎
知
識
』
、
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
・

ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
、
二
〇
〇
九
） 

（
５
０

） 

小
山
友
介
「2

つ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
シ
ス
テ
ム
」（
出
口
弘
・
田
中
秀
幸
・
小
山

友
介
（
編
）
『
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
論
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
） 

（
５
１

） 

板
倉
陽
一
郎
「
混
淆
が
生
み
出
す
法
運
用
問
題
」（
出
口
弘
・
田
中
秀
幸
・
小
山
友

介
（
編
）
『
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
論
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
） 

（
５
２

） 

出
口
弘
「
絵
物
語
空
間
の
進
化
と
深
化
―
絵
双
紙
か
ら
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・
フ
ィ

ギ
ュ
ア
・
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
ま
で
―
」
（
出
口
弘
・
田
中
秀
幸
・
小
山
友
介
『
コ
ン
テ
ン

ツ
産
業
論
』
、
二
〇
〇
九
） 

（
５
３

） 

「
朝
霧
の
巫
女
」
のD

V
D

に
は
、
朝
霧
の
巫
女
の
舞
台
で
あ
る
広
島
県
三
次
市

を
紹
介
す
る
映
像
が
、「
ら
き
☆
す
た
」
のD

V
D

に
は
、
埼
玉
県
鷲
宮
町
で
開
か
れ
た

声
優
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る
映
像
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

（
５
４

） 

岡
本
健
「
情
報
化
が
旅
行
者
行
動
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
研
究
～
ア
ニ
メ
聖
地

巡
礼
行
動
の
事
例
分
析
か
ら
～
」
（
『2

0
0

9

年
日
本
社
会
情
報
学
会(J

S
IS

&
J

A
S

I)

合

同
研
究
大
会 

研
究
発
表
論
文
集
』
二
〇
〇
九
） 

（
５
５

） 

ア
ニ
メ
に
つ
い
て
全
く
知
識
を
持
た
ず
、
た
だ
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
か
ら
来

訪
す
る
、
と
い
う
人
は
含
ま
な
い
。
元
々
ア
ニ
メ
作
品
に
つ
い
て
知
っ
て
お
り
、
聖
地

に
関
し
て
は
ニ
ュ
ー
ス
等
で
知
る
聖
地
巡
礼
者
の
事
を
指
す
。 

（
５
６

） 

（
注
５
） 

（
５
７

） 

柿
崎
俊
道
『
聖
地
巡
礼 

ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
１
２
ヶ
所
め
ぐ
り
』
（
キ
ル
タ
イ
ム
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
二
〇
〇
五
） 

（
５
８

） 
J

T
B

パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
『
も
え
る
る
ぶC

O
O

L
 J

A
P

A
N

オ
タ
ク
ニ
ッ
ポ
ン
ガ
イ

ド
』
二
〇
〇
八 

（
５
９

） 

ド
リ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
編
）
『
ア
ニ
メ&

コ
ミ
ッ
ク 

聖
地
巡
礼N

A
V

I

』
（
飛
鳥

新
社
、
二
〇
一
〇
）。
本
書
は
、
全
国
各
地
、
合
計
一
〇
〇
作
品
の
聖
地
を
紹
介
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
。
本
書
は
、
そ
の
制
作
に
、
先
駆
的
聖
地
巡
礼
者
（
舞
台
探
訪

者
）
の
巡
礼
記
を
参
考
に
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。 

（
６
０

） 
「
か
ん
な
ぎ
聖
地 

鼻
節
神
社
（
＆
仙
台
リ
ベ
ン
ジ
）
」

h
ttp

://k
a

n
k

o
g
u

id
e
.b

lo
g
2

2
.fc2

.co
m

/b
lo

g
-e

n
try

-9
5

.h
tm

l

『
略
し
て
ヲ
タ
ツ
ー
』
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h

ttp
://k

a
n

k
o
g
u

id
e
.b

lo
g
2

2
.fc2

.co
m

/

（d
o
w

n
lo

a
d

e
d

 a
t 2

0
1

0
.1

.3
0

） 
 

（
６
１

） 

（
注
５
４
） 

（
６
２

） 
「
聖
地
巡
礼
ノ
ー
ト
」
に
関
し
て
は
、
岡
本
健
「
ア
ニ
メ
聖
地
に
お
け
る
巡
礼
者

の
動
向
把
握
方
法
の
検
討
～
聖
地
巡
礼
ノ
ー
ト
分
析
の
有
効
性
と
課
題
に
つ
い
て
～
」

（
『
観
光
創
造
研
究
』
二
号
、
二
〇
〇
八
）
、
玉
井
（
注
７
）
に
よ
っ
て
存
在
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
分
析
が
進
ん
で
い
る
。 

（
６
３

） 

こ
れ
ら
は
痛
絵
馬
や
、
ヲ
タ
ク
絵
馬
と
さ
れ
て
お
り
、
佐
藤
（
注
１
１
）（
注
７
６
）
、

今
井
信
治
「
ア
ニ
メ
「
聖
地
巡
礼
」
実
践
者
の
行
動
に
見
る
伝
統
的
巡
礼
と
観
光
活
動

の
架
橋
可
能
性
～
埼
玉
県
鷲
宮
神
社
奉
納
絵
馬
分
析
を
中
心
に
～
」
（
北
海
道
大
学
観

光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
文
化
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
チ
ー
ム
（
編
）
『
メ
デ
ィ
ア

コ
ン
テ
ン
ツ
と
ツ
ー
リ
ズ
ム 
鷲
宮
町
の
経
験
か
ら
考
え
る
文
化
創
造
型
交
流
の
可
能

性
』
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
、
一
号
、
二
〇
〇
九
）
玉
井
（
注

７
）
、
な
ど
で
存
在
が
確
認
さ
れ
、
詳
細
に
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

（
６
４

） 

岡
本
健
「
情
報
化
時
代
に
お
け
る
旅
行
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
：
つ
な
が
ら
な
い

は
ず
の
人
々
の
つ
な
が
り
の
創
出
」
（
『
文
部
科
学
省
平
成2
0

年
度
組
織
的
な
大
学
院

教
育
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
社
会
の
幸
福
に
資
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
サ
ー
チ
教
育―

ソ
シ

オ
リ
テ
ラ
シ
ー
の
涵
養―

」
共
同
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
ス
ト
リ
ー
ト
の
現

在
」
第8

回
研
究
会
「
ア
ニ
メ
聖
地
と
な
る<

ス
ト
リ
ー
ト>

」
配
布
資
料
』
、
関
西
学

院
大
学
、
二
〇
一
〇
） 

（
６
５

） 

岡
本
健
「
ら
き
☆
す
た
聖
地
「
鷲
宮
」
巡
礼
と
情
報
化
社
会
」
（
神
田
孝
治
（
編
）

『
観
光
の
空
間
』
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
〇
九
） 

（
６
６

） 

下
記
の
動
画
がY

o
u

 T
u

b
e

で
見
ら
れ
た
。
同
じ
も
の
が
ニ
コ
ニ
コ
動
画
で
も
見

ら
れ
た
。「
お
と
な
げ
！ 

け
い
お
ん
！ 

O
P

実
写
版 

0
8

2
5

完
成
版Q

V
G

A
2
M

b
p

s

」
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６
７

） 

「
舞
台
探
訪
ア
ー
カ
イ
ブ
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（
６
８

） 

注
３ 

（
６
９

） 

注
３ 

（
７
０

） 

こ
こ
で
は
単
純
化
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
大
河
ド
ラ
マ
で
も
、
ド
ラ
マ
的
関
心
の

中
の
「
世
界
観
へ
の
関
心
」
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
ア
ニ
メ
へ
の
関
心
の
「
世
界
観
的

関
心
」
に
近
い
も
の
が
あ
り
、
現
実
か
ら
の
遊
離
が
見
ら
れ
る
。 

（
７
１

） 

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
で
「
事
実
」
と
言
っ
て
い
る
の

                                        

                                        

                               

 

は
、「
現
実
に
起
こ
っ
た
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
こ
と
だ
。
例
え
ば
、「
朝
霧
の
巫

女
」
と
い
う
マ
ン
ガ
で
は
、
舞
台
地
と
な
っ
て
い
る
広
島
県
三
次
市
に
古
く
か
ら
伝
わ

る
稲
生
物
怪
録
を
扱
っ
た
マ
ン
ガ
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
マ
ン
ガ
の
内
容
は
実
際
に
起

こ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
た
め
、
「
事
実
」
と
は
み
な
さ
な
い
。 

（
７
２

） 

小
田
切
博
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
は
何
か
』
（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
〇
） 

（
７
３

） 

も
ち
ろ
ん
、
ア
ニ
メ
の
ス
タ
ッ
フ
が
ロ
ケ
ハ
ン
で
当
地
を
訪
れ
、
ア
ニ
メ
の
背
景

の
資
料
と
し
て
写
真
を
撮
影
し
て
い
く
こ
と
は
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
に
関
心
を
持
つ

場
合
は
、
大
河
ド
ラ
マ
の
ド
ラ
マ
的
関
心
に
近
い
も
の
と
な
る
。 

（
７
４

） 

丸
田
（
注
９
）
の
中
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
聖
地
巡
礼
者
は
作
品
世
界
と
現

実
世
界
を
混
同
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
作
品
が
架
空
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
わ
か

り
つ
つ
、
聖
地
巡
礼
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

（
７
５

） 

ゲ
ー
ム
の
内
容
に
関
し
て
は
、
実
際
に
株
式
会
社C

A
P

C
O

M

の
ソ
フ
ト
「
戦
国

B
A

S
A

R
A

 2

」
（
プ
レ
イ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
２
）
を
プ
レ
イ
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
。 

（
７
６

） 

佐
藤
善
之
「
オ
タ
ク
絵
馬
と
は
何
か 

宮
城
縣
護
國
神
社
の
絵
馬
調
査
結
果
と
そ
の

分
析
」（
山
村
高
淑
・
岡
本
健
（
編
）『
次
世
代
ま
ち
お
こ
し
と
ツ
ー
リ
ズ
ム 

鷲
宮
町
・

幸
手
市
に
見
る
商
店
街
振
興
の
未
来
』
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
、

四
号
、
二
〇
一
〇
） 

（
７
７

） 

毛
利
嘉
孝
「
コ
ン
テ
ン
ツ
と
文
化
」
（
長
谷
川
文
雄
・
福
冨
忠
和
（
編
）
『
コ
ン
テ

ン
ツ
学
』、
世
界
思
想
社
、
二
〇
〇
七
）
谷
村
要
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
「D

iY

文
化
」
」
（
『
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
紀
要
』
一
〇
六
号
、
二
〇
〇
八
） 

（
７
８

） 

逆
に
こ
の
世
界
観
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
無
視
あ
る
い
は
理
解
し
て
い
な
い
場
合
に

は
、
ア
ニ
メ
の
フ
ァ
ン
か
ら
否
定
的
な
意
見
を
表
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。 

（
７
８

） 

二
〇
一
〇
年
五
月
六
日
に
は
、M

S
N

産
経
ニ
ュ
ー
ス
で
「
涼
宮
ハ
ル
ヒ”

聖
地”

高
校
の
憂
鬱 

無
断
撮
影
や
巨
大
落
書
き
」
と
い
う
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
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〃
付
記
〄
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
聖
地
巡
礼
者
（
舞
台
探
訪
者
）
の
皆
さ

ん
、
聖
地
や
舞
台
と
さ
れ
て
い
る
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

匿
名
の
査
読
者
の
先
生
方
か
ら
は
、
多
く
の
示
唆
に
富
む
ご
意
見
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
は
、
「
旅
の
文
化
研
究
所 

第1
6

回
公
募

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
お
よ
び
、「2

0
0
9

年
度
企
業
家
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム 

研
究
助
成
」

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
の
一
部
で
す
。 

 


